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1ま がし

八尾市の位置する河内平野は、古来より幾度となく旧大和川の氾濫を受け

ながら、その自然環境のもと、豊かな土壌に育まれてきた地域であります。

この平野部には古来より先人達が生活するうえで築いてきた貴重な文化遺

産が数多く埋蔵されております。また同市の東部に連なる信貴生駒山系の西

麓部にも平野部と同様、数多くの文化遺産が埋蔵されています。

近年八尾市内では、大小様々な分野での開発事業が進められるようになり、

21世紀に向け近代都市へと大きく変貌しようとしております。しかし、こう

した開発は便利さや豊かさを与えてくれる反面、先人達の数々の足跡である

文化遺産を破壊する危険な面を持っています。確かに一部の遺跡では整備さ

れ保存・保護されているとはいえ、そのほとんどは痕跡を止めず消滅してい

きます。そこで、私共では「開発の波」に呑まれ、失われていく貴重な文化

遺産を後世の人々へ伝承することが責務であると認識し、破壊される遺跡に

ついては発掘調査を実施して記録保存に努めております。

今回、平成元年度に実施しました東郷遺跡 (第30次 )、 平成 5年度に実施

しました東郷遺跡 (第42次・第45次 )、 平成 6年度に実施しました東郷遺跡

(第46次)の調査および整理が完了しましたので報告書を刊行する運びとな

りました。本書が学術研究及び本市の地域史の資料として、さらに文化財保

護への啓発普及に活用して頂ければ幸いであります。

末筆となりましたが、調査においてご協力いただきました関係各位の皆様

方に深くお礼申し上げますとともに、今後ともよリー層のご理解、ご支援を

賜りますようお願いいたします。

199騨千7月

財団法人 八尾市文化財調査研究会
理事長 木 山 丈 司

き



序

1.本書は財団法人八尾市文化財調査研究会が平成元年度、平成 5年度、平成 6年度に実施し

た発掘調査成果報告を収録したもので、内業整理及び本書作成業務は各現場終了後に着手

し、平成 7年度をもって終了した。

1.本書に収録した報告は、下記のとおりである。

1.本書掲載の地図は、大阪府八尾市市役所発行の2,500分 の 1(昭和61年 8月 )、 八尾市教育

委員会発行の『八尾市埋蔵文化財分布図』(平成 5年10月 1日改訂)を もとに作成した。

1,本書で用いた高さの基準は東京湾の平均海水面である。

1,本書で用いた方位は磁北及び国土座標の真北を示している。

1.遺構は下記の略号で表した。

溝―SD 井戸―SE 土坑―SK 灯ヽ穴―SP 自然河川一NR

l.遺物実測図は、断面の表示によって次のように分類した。

弥生土器 。土師器・瓦器・石類―白、須恵器・陶磁器―黒、木製品―斜線。

1.各調査に際して発掘調査、写真・実測図の他にカラースライドも多数作成している。市民

の方々が、広く利用されることを希望する。

次
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序
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1.本書は八尾市本町 7丁目39-1で実施した店舗付共同住宅建設に伴う発掘調査の報告であ

る。

1. 本書で報告する東郷遺跡第30次調査 (遺跡略号 TG89-30)の発掘調査業務は、八尾市

教育委員会の指示書 (八教社文第149号 平成元年 2月 3日 )に基づき財団法人八尾市文

化財調査研究会が田川貞雄氏から委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成元年 4月 17日から平成元年 4月 27日 にかけて、西村公助を担当者として実

施した。調査面積約85arを測る。なお調査には八元聡志、岡田聖一、森本浩一、並川聡也

が参加した。

1.本書作成に関わる業務は、遺物復元一西村 (公)。 中西。西村 (和)、 遺物実測―中西・西

村 (和)・ 石原、図面レイアウト・ トレースー西村 (公)。 中西。西村 (和 )・ 石原、遺物

写真撮影―西村 (公)が行なった。

1.本書の執筆および編集は西村 (公)が行なった。

本 文 目 次
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I 東郷遺跡第30次調査(TG89-30)

I 東郷遺跡第30次調査 (TG89-30)

1.は じめに

東郷遺跡は大阪府八尾市のほぼ中央部に位置しており、現在の行政区画では本町 1丁目・ 7

丁目、東本町 1丁目～ 5丁目、北本町 2丁目、光町 1丁目。2丁目、桜ケ丘 1丁目～ 4丁目、

荘内町 1丁目・ 2丁目一帯の東西約1 lkm、 南北約0,9kmの範囲にある。

当遺跡の発見の経緯は、東本町 2丁目 (光明寺裏付近)で昭和46年 4月 に水道工事が行なわ

れ、掘削の際障地表下1.5mで墨書人面土器等が出土し、遺跡が存在 していることが確認され

たことによる。

この掘削工事以降、近鉄大阪線高架工事や水道工事等で若干の遺物包含層の存在が確認され

ているが、遺跡の実体は明らかにされていなかった。しかし、近鉄八尾駅が高架工事に伴って

現在の位置に移された後、特に昭和50年代後半以降から、近鉄八尾駅前周辺 (主にゴ顕1)では、

ビル建設等の開発に伴う工事が多く行なわれるようになった。この工事に伴う発掘調査を、平

成 6年12月 までに、八尾市教育委員会と当調査研究会によつて計48件行なっている (第 1表 と

第 1図参照)。 また当遺跡内では大阪府教育委員会も数件の調査を行なっている。それらの発

掘調査の結果、弥生時代から近代に至る遺構および遺物が検出されており、特に古墳時代前期

の集落が近鉄八尾駅前北側一帯に存在していたことが明確になっている等、遺跡の実体が解明

されつつある現状である。

このような情勢下、田川貞雄氏から本町 7丁目39-1において店舗付共同住宅建設の計画書

が八尾市教育委員会文化財課に提供された。

当文化財課では、計画地が東郷遺跡の遺跡範囲内にあることから、計画地内で事前に試掘調

査を行なった。調査の結果、鎌倉時代の遺構を検出した。このことから、同文化財課から発掘

調査が必要であると判断し、その旨を事業者に通知した。その結果、建設工事により遺構の破

壊が予想される部分を対象に発掘調査を実施

することが、事業者と同文化財課の両者で合

意された。

上記のことにより、当調査研究会へ発掘調

査が依頼されたものである。今回の調査地は、

近鉄八尾駅の南西側約200mに 位置 し、行政

区画では八尾市本町 7丁目39-1にあたる。

写真 1 調査状況 (西から)

―
-1-―
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第 1図 調査地周辺図
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略号 調 査 期 間 面積 調 査 原 因 住 所 機関 参 献 備 考

S560110～Ot21 感舗付共同住宅 桜ケ丘 3丁 目8-1 8-9 市教基 市教委八尾市文化財発掘調査報告6

S560415 店舗付住宅 ケ丘 3丁目7 8-1 市教委 HI八尾市文イヒ財調査研究会報告 2

① S560413～ 0415 貸ビル 光町 1丁 目69-2 市敦委

② TC81 04 S5ω513～ 0526 貸ビル 北本町2丁 目145-12 市教委 助＼尾市文化財調査研究会報告 2

貸ビル 光町 1丁 目88 市教委 勒八尾π文化財調査研究会報告 2

TC8r06 社会保険事務所庁舎 ケ丘 2丁目9他 市教委

S500921～ 1031 社屋建設 ケ丘 3丁目 市教委

S561015～ 1204 吃町 2丁目156 市教委
"＼

尾市文化財調査研究会報告 2

貸ビル ヒ町1丁目4, 市教委 切八尾市剰 ヒ財調査研究会報告 2

⑥ 〕38111 S570201～Oa12 貸ビル た町2丁目17 市敦委

⑦ TC82‐ 11 S570508～ 0610 共同住宅 光町2丁目 市教委 勁八尾市文化財調査研究会報告17

貸ビル 北本町2丁目133-1・ 2 134-3 研究会 働八尾市文化財調査研究会報告1,
TC.82刊 共同住宅 ケ丘 3丁 目32-3 研究会 働八尾市文イヒ財調査研究会報告17

③ 141SSi S580318～0421 暦舗 光町 丁目72 研究会 研八尾市文化財調査研究会報告17

SS80513～ 0525 光町 1丁 目136-2 研究会 叫八尾市文化財調査研究会報告17

S580001～ 0813 貸ビル 七町 1丁目69-2 研究会

⑫ r083‐ 17 貸ビル 光町 1丁目47-1他 研究会

⑩ TC83 18 SS90301～0410 店舗住宅 光町 丁目19-3 研究会 助＼尾市文化財調査研究会報告17

S000401～ 0427 ビル建設 北本町2丁目232 市教獲 市教委 八尾市文イヒ財調査報告12
「G852( 文化会館建設 そ町2丁目40他 研究会

⑮ 「C86‐ 21 病院建設 七町 1丁 目43-4 市教委 市教委 八尾市文化財調査報告13
S611215～ 1227 餌 曽舗建設 朕ケ丘 1丁目25・ 26 市教委 市教委 八尾市文化財調査報告15
S620210～ 0313 共同住宅 荘内町 1丁目地内 研究会 切八尾市文イヒ財調査研究会報告29

S620408～ 0423 共同住宅 桜ケ丘 3丁 目124-1 研究会 勤八尾市文イヒ財調査研究会報告29

⑫ 900 共同住宅 北本町2丁目240～ 242 研究会 け八尾市文化財調査研究会報告16

荘内町 1丁 目28～ 31 研究全 助＼尾市文化財調査研究会報告16

TC87 27 32125 文化会館建設 光町 1丁目40 市教委 行教委 八尾市文化財調査報告18
〇 rC88 2( ピル建設 光町 1丁目47 研究会 け八尾市文イし財調査研究会報告25

H010306～ 0325 長同住宅 光町ワ丁目28-1 研究会 In八尾市文化財調査研究会薫告25
TC.89‐ 31 H010417～ 0428 共同住宅 本町7丁目39-1 研究会 勁八尾市文化財調査研究会報告28

⑫ TC.8931 事務所建設 光町 1丁 目61 研究会 lD八尾市文イヒ財調査研究会報告23

⑪ H010925～ 1007 共同住宅 光町2丁目59 研究会 HO八尾市文化財調査研究会報告23

H020510～ 0601 200 共同住宅 ケ丘 1丁 目39 研究会 助＼尾市文化財調査研究会報告41
TS90 34 共同住宅 本町7丁目89-2番地他8筆 研究会 切八尾市文イヒ財調査研究会平成2年度事業報告

⑮ rs9o■ H030304～ 0319 共同住宅 光町2丁目19 研究会

⑮ TC91 36 H030520～ 0618 自動車展示場 光町 1丁目37番地 研究会 助＼尾市文化財調査研究会平成3年度事業報告
H030601～ 0030 市役所建て督え 本町 1丁目91・ 2丁目■4 研究会 切八尾市文化財調査研究会平成3年度事業報告

TG91認 防水水槽 七町2丁目5番地 研究会 勤八尾市文イヒ財調査研究会報告34
H011026～■07 公共下水道第3工区

=内
町2丁目地内 研究会 IF八尾市文化財調査研究会報告39

⑪ H050003～ 0625 共同住宅 ヒ町 1丁目51番地・52番地 研究会 助＼尾市文化財調査研究会平成5年度事業報告
H050330～ 0006 共同住宅 ヒ本町2丁目43-1の 一部、4 研究会 幼八尾市文イヒ財調査研究会平成 5年度事業報告

共同住宅 荘内町2丁目15・ 16・ 17・ 18 研究会 en八尾市文化財調査研究会平成5年度事業報告
H051213～ 1227 306 共同住宅 荘内町1丁 目28-10 研究会 的＼尾市文化財調査研究会平成5年度事業報告
HOS0110～ 0209 光町 1丁目39,40・ 41 研究塗 働八尾市文イヒ財調査研究会平成 5年度事業報告

rG93‐ 41 共同住宅 ケ丘3丁目45番地 ,49番地 研究会 ln八尾市文化財調査研究会平成5年度事業報告
① rC94 4( 刊 | H060,18～ 0927 道路築造 東本町 1丁目～4丁目地内 研究会

TC」 94■7 H060B01～ 0903 共同住宅 桜ケ丘 1丁 目34 37番 地 研究会
TCr94‐ 41 共同住宅 ケ丘 1丁 目2a24番地 研究会

○番号は、第1図調査地周辺図に位置を掲載した 市教委一八尾市教育委員会
研究会―財団法人 八尾市文化財調査研究会

I 東郷遺跡第30次調査(TG89-30)

第 1表 東郷遺跡発掘調査一覧表

2.調査概要

1)調査の方法と経過

店舗付共同住宅建設予定地に東西13.2m× 南北64mの調査区を設定した。調査に際しては、

現地表下0.8m～ 1.Omま での土層を機械掘削し、以下の各層は人力による掘削を行ない、遺構

および遺物の検出に努めた。調査地には、調査地の南西側に基準点を置き、この基準点から東

へ15m、 北へ10mにわたって地区割を設定した。一区画の単位は5m四方で、基準点から南北

方向は算用数字 (西から1～ 2)、 東西方向はアルファベット (南からA～ C)で示 した。地

区割の表示は、一区画の北東隅に交点を用い、 lA～ 2C区とした。
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調査の結果、現地表下1.2m(標高 T.P,+7.7m～ T.P,+7.8m)に存在する第 3層上面で平

安時代末期から鎌倉時代の井戸 2基 (SE-1・ SE-2)、 土坑 4基 (SK-1～ SK-4)、 溝

8条 (SD-1～SD-3)、 小穴13個 (SP-1～ SP-13)と 、現地表下0.9m～ 1.Om(TP.十

7.8m～T,P.+7.9m)に 存在する第 2層上面で近世の小穴 3個 (SP-14～ SP-16)を 検出し

た。なお第 2層上面から切り込んでいる遺構については、第 2層の層序が比較的薄く結果的に

は第 3層上面で検出するかたちとなった。

OA Y:5 B Y:10 C Y:15

１０

　

　

　

２

　

６

　

　

１

　

　

０

准
‐
‐
―
ｌ
�
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
冷

―

2)基本層序

第 0層 盛土。層厚0.55m。

第 1層 茶褐色細砂混粘土。

第 2層 暗灰色細砂混粘土。

第2図 地区割図

上面の標高はTP,+8.8mで ある。

層厚0.45m。 上面の標高はT.P.+8.25mである。

層厚0.lm。 上面の標高はT.P.+7.8m～ T.P,+7.9mで ある。
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I 東郷遺跡第30次調査(TG89-30)

上面は近世の遺構検出面である。層内には中世から近世の遺物を含んでいる。

第 3層 黄褐色シルト混粘質土。層厚0.6m以上。上面の標高はTP,+77m～T,P,+7.8mで

ある。

上面は平安時代末期から鎌倉時代の遺構検出面である。この層は、河川内堆積土と思

われる。

黄茶色シルト。層厚0.lm以上。 3層と同様の河川内堆積土 と思われる。平安時代以

前は河川であったと推定される。

x:10

|

X:5

|

TP+80m

TP+70m
1/100

基本層序

第 0眉 盛土。層厚055m。 上面の標高はTP+83mで ある。
第 1眉 茶褐色細砂混粘土。層厚045m。 上面の標高はTP+825mで ある。
第 2層 暗灰色細砂混粘土。眉厚01m。 上面の標高はTP+78m～ TP+79mで ある。
上面は近世の遺構検出面である。層内には中世から近世の遺物を含んでいる。

第 3層 黄掲色シルト混粘質土。層厚06m以上。上面の標高はTP+77m～ TP+73mで ある。
上面は平安時代末期から鎌倉時代の遺構検出面である。この眉は、河川内堆積土と思われる。

3・  黄秦色シルト。層厚01m以上。 3層と同様の河川内堆積土と思われる。平安時代以前は河川であつたと推定さ
れる。

脚＋
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LY:15

5m

「

Y:0

X:0
i

X:5
「

Ｘ

第 4図 検出遺構平面図
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I 東郷遺跡第30次調査(TG89-30)

3)検出遺構と出土遺物

①平安時代末期から鎌倉時代

井戸 (SE)

SE-1

lB・ C区で検出した。検出した平面の形状は、隅丸の方形を呈する。東西幅 1.7m、 南北

幅は遺構の南側が調査区外に至るため不明である。深さ1.Omを 測る。井戸側は曲物 2段で構

成されている。曲物は最下段が径0.42m、 高さ018m、 2段目が径0.44m、 高さ0.18mを 測る。

井戸の掘形の内部堆積土は①灰茶色細砂混粘土で、現存していた井戸側内の堆積土は②灰色粘

A′

TP+75m

④SK 2

ー
A    /
―  /
サ

①灰茶色細砂混粘土
②灰色粘土
③灰黄色シルト混粘土
③灰茶色細砂混粘土
SP-16内埋土 暗茶灰色シルト混粘土

第 5図 SE-1平 断面図

-7-
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9

3

16

拳
18

く 要
」 ≡ ≡

〒

~~~ラ

ダ
24

21

0

第 6図 SE-1(1～ 24)出土遺物実測図
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I 東郷遺跡第30次調査(TG89-30)

土で、井戸内の堆積土は③灰黄色シルト混粘土④灰茶色細砂混粘土である。②層内からは瓦器

の椀 (1・ 2)・ 小皿 (3)、 土師器の小皿 (4・ 5)が、①層内からは瓦器の椀 (6～ 8)、

土師器の小皿 (9～ 11)、 ④層内からは瓦器の椀 (12～ 18)。 小皿 (19・ 20)、 土師器の小皿 (2

1・ 22)、 土師器の中皿 (23・ 24)が出土している。

SE―-2

lC区で検出した。南北方向に長い楕円形を呈する。東西幅1.8m、 南北幅21m、 深さ1.55

mを測る。井戸側は曲物 2段と木枠の桶で構成されている。曲物は最下段が径0.44m、 高さ0.2

m、 2段目が径0.47m、 高さ0.2mを測り、桶は径0.58m、 高さ0.52mを測る。井戸の掘り形内

は上から③灰色粘土④灰黄色シルト混粘土⑥暗灰色細砂混粘土で、井戸側内の埋土は⑥暗灰色

粘土⑦灰責色粘土③茶灰色粘土③淡灰色細砂である。井戸の埋め土は①暗茶灰色細砂混粘土

一 一
ψ

29

韻
尋
電
一

肖

４

5

第 7図 SE-2(25～46)出土遺物実測図

ー

＼、_|
39

~l~742                       43
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①暗茶灰色細砂混粘土
②淡灰色ンルト混粘土
③灰色粘土
④灰黄色シルト混粘土
⑤暗灰色細砂混粘土
⑥暗灰色粘土
②灰責色粘土
③茶灰色粘土
③淡灰色細砂
⑩茶灰色細砂  (層序の3層に相当)

A

TP+75m

TP+65m

―-10-―



I 東郷遺跡第30次調査(TG89-30)

②淡灰色シルト混粘土である。③層内からは瓦器の椀 (25)が、⑤層内からは瓦器の椀 (26～

28)、 土師器の小皿 (29)が、①層内からは瓦器の椀 (30～ 36)、 瓦器の小皿 (37～ 39)、 土師

器の中皿 (40)、 土師器の小皿 (41～ 43)、 瓦質の羽釜 (44)、 須恵器の鉢 (45)、 白磁の椀 ●③

が出土している。

土坑 (SK)

SK-1

lA区で検出した。検出した平面の形状および幅は、遺構の南と西側が調査区外に至るため

1 2マ 3

一
57                         58

59

160

く〔:::::::こ三三二三十
~~~~「

::::::'歩 4!5

＼69Ξ互埜歪登岳
第 9図  SK-1(47～ 61)SK-2(62～ 69)出土遺物実測図
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不明である。深さ0.2m、 内部堆積土は暗茶灰色細砂混粘土である。土坑内からは瓦器の椀

(47～ 50)・ 小皿 (51～ 54)、 土師器の邪 (55)、 土師器の小皿 (56～ 58)、 須恵器の鉢 (59)、 白

磁の椀 (60・ 61)が出土 している。

SK-2

lB区で検出した。検出した平面の形状は半円形を呈する。東西幅17m、 南北幅は遺構の

南側が調査区外に至るため不明である。深さ02mを測る。内部堆積土は上から茶褐色シル ト

混粘土、灰茶色シルト混粘上である。土坑内からは瓦器の椀 (62)・ 小皿 (63・ 64)、 土師器の

中皿 (65)・ ′1ヽ皿 (66・ 67)、 須恵器の鉢 (68)。 甕 (69)が出土している。

SK-3

lA・ B区で検出した。検出した平面の形状は半円形を呈する。東西幅28mで、南北幅は

遺構の南側が調査区外に至るため不明である。深さ0.3mを測る。内部堆積土は茶褐色細砂混

粘上、灰茶色粘土、灰黄色シル ト混粘土、茶黄色シルト混粘土である。土坑内からは瓦器の椀

(70～ 78)・ 小皿 (79～ 83)、 土師器の中皿 (84～ 86)。 小皿 (87～ 94)。 羽釜 (95)、 須恵器の鉢

(96・ 97)、 白磁の椀 (98・ 99)が出土 している。

＼蓮蜃髪:言   3

第10図 SK-3(70～ 73)出土遺物実測図

78

20cm
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墓`≡≡手暮軍多/籠

一
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1 1東郷追跡第30次調査CTG爵-30)

|_
87

中
88

ヤ
89

-―
94

第11図I Sk― ]c70～90)!出上建物実測国
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SK-4

1・ 2B区で検出した。検出した平面の形状は東西方向に長い楕円形を呈する。東西幅 1,2

mで、南北幅1.Om、 深さ0.4mを測る。内部堆積土は上から茶褐色シル ト混粘土、暗灰色細砂

混粘上、灰色粘土である。土坑内からの遺物の出土はなかった。

/1ヽう代 (SP)

SP-1～ SP-13

1・ 2B・ Cで検出した。検出した平面の形状は楕円形のものと円形のものがある。 SP―

1内からは瓦器の椀 (100)、 SP-2内 からは瓦器の椀 (101)、 SP-3内からは瓦器の椀 (102・

103)、 SP-5内 からは瓦器の椀 (104)、 土師器の小皿 (105)、 SP-6内からは瓦器の椀 (106・

107)、 土師器の小皿 (108)、 SP-10内からは瓦器の椀 (109)が出土 している。

第 2表 第 3層上面検出小穴 (SP)一覧表 [法量cm]

遺構 地区 形 状 堆 積 土 長径 短径 径 深 さ 出土遺物

SP-1 lB
南北方向に

長い楕円形
暗灰色細砂混粘土 瓦器

SP-2 lB
南北方向に

長い楕円形
茶灰色細砂混粘土 瓦器・土師器

SP-3 lB
南北方向に

長い楕円形
暗灰色細砂混粘土 瓦器・土師器

SP-4 1・ 2B 円 形 暗灰色細砂混粘土 瓦器

SP-5 1・ 2B
南北方向に

長い楕円形
暗灰色細砂混粘土 瓦器・土師器

SP-6 lB 円 形 暗灰色細砂混粘土 瓦器・土師器

SP-7 lC 円 形 暗灰色細砂混粘土 瓦器・土師器

SP-8 lC
東西方向に

長い楕円形
暗灰色細砂混粘土 な し

SP-9 lB・ C
東西方向に

長い楕円形
暗灰色細砂混粘土 な し

SP-10 lC
東西方向に

長い楕円形
暗灰色細砂混粘土 瓦器・土師器

SP-11 lC 円 形 暗灰色細砂混粘土 瓦器・土師器

SP-12 lC 円 形 暗灰色細砂混粘土 な し

SP-13 lC 円 形
暗灰色細砂混粘土・

灰色シルト混粘土
0.42 瓦器・土師器

-14-



I 東郷遺跡第30次調査(TG89-30)

÷‐
蒔詔▽〒 司 て―l菟101

尋
107

ヤ
105

ヤ
108 ＼  ~~7

0                10

第12図  SP-1(100)SP-2(101)SP-3(102・ 103)SP-5(104・ 105)
SP-6(106～ 108)SP-10(109)出 土遺物実測図

濃;(SD)

SD-1

2A区で検出した。南西―北東に伸びる溝で、検出長1.5m、 深さ15mを測る。東肩のみを

検出したため、溝の幅は不明である。内部堆積土は上から茶色シルト混粘土、暗灰黄色シル ト

混粘土、茶色シル トである。溝内からは瓦器の小皿 (110)お よび土師器の小皿 (111)が出土

している。

SD-2

1・ 2A・ B区で検出した。東西方向に伸びる溝で、SD-3・ SD-4と 合流している。検

出長3.Om、 幅09m、 深さ0.15mを測る。内部堆積土は灰茶色細砂混粘上である。溝内か らは

瓦器の椀 (112・ 113)が出土 している。

SD-3

2B区で検出した。南北方向に伸びる溝で、SD-2・ SD-4と 合流している。検出長0.5m、

幅0.36m、 深さ0,04mを測る。内部堆積土は茶褐色シルト混粘土である。溝内からの遺物の出

土はなかった。

SD-4

1・ 2B区で検出した。南北方向に伸びる溝で、SD-2・ SD-3と 合流している。検出長

3.Om、 幅0.6～ 1.35m、 深さ0.15mを測る。内部堆積土は茶褐色シル ト混粘土である。溝内か

らは瓦器の椀 (114～ 116)。 小皿 (117)お よび土師器の中皿 (118)。 小皿 (119～ 122)が出土

してヽヽる。

SD-5

1・ 2B区で検出した。南北方向に伸びる溝で、検出長3.4m、 幅0.56m、 深さ0.14mを測る。

内部堆積土は茶褐色シル ト混粘土である。溝内からは瓦器の椀 (123)。 小皿 (124)お よび土

聡

-15-



師器の中皿 (125・ 126)・ 小皿 (127)が 出土 している。

SD-6

lC区で検出した。南北方向に伸びる溝で、検出長 1.3m、 幅0.3m、 深さ0.12mを 測る。内

部堆積土は淡茶色シル ト混粘土である。溝内からは土師器の小皿 (128)が 出土している。

SD-7

lC区で検出した。東西方向に伸びる溝で、SD-8と 合流している。検出長0,9m、 幅0.36

m、 深さ0。 lmを測る。内部堆積土は茶褐色シル ト混粘土である。溝内からの遺物の出土はな

かった。

SD-8

lC区で検出した。南北方向に伸びる溝で、SD-7と 合流している。検出長 1.6m、 幅0.62

m、 深さ0.lmを測る。内部堆積土は茶褐色シル ト混粘土である。溝内からは瓦器の椀 (129・

130)・ 土師器の小皿 (131)が 出土している。

ヤ
111

115 ≒ 9117

ヤ
常 2t3 4121

―

第13図  SD-1(110・ 111)SD-2(112・ 113)SD-4(114～ 122)SD-5(123～ 127)
SD-6(123)SD-3(129～ 131)出土遺物実測図
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I 東郷遺跡第30次調査(TG89-30)

②近世

/1ヽう代 (SP)

SP-14～ SP-16

lBoC区 で検出した。検出した平面の形状は円形を呈する。小穴内からの遺物の出土はな

かった。小穴内の底には、根石が存在していた。

遺構に伴わない出土遺物

2層包含層からは瓦器の椀 (132～ 134)、 瓦器の小皿 (135)、 土師器の中皿 (136)、 土師器

の汀ヽ皿 (137～ 140)が出土 している。

― LT
133

一
139

0

第14図  2層包含層 (132～ 140)出土遺物実測図

140

20cm

遺橋 地区 形 状 堆 積 土 長径 短径 径 深 さ 出土遺物

SP-14 tB 円 形
暗茶灰色シルト

混粘土
な し

SP-15 lB 円 形
暗茶灰色シルト

混粘土
な し

SP-16 l BoC 円 形
暗茶灰色シルト

混粘土
な し

第 3表 第 2層上面検出小穴 (SP)一覧表 [法量cm]
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4)出土遺物観察表

報告番号
図版番号

出土遺構
類
種
種
器

□径
器高
高台高
高台径

形 態 調 整 色 調 胎  土 焼成 備考

1 SE-1
②層
酬
　
椀

回縁部内外面 ヨコナデ。 体部 内外面 ヘラ ミ
ガキ。

黒 色 粗 良好

2 SE-1
②層
酬
　
　
椀

体部内面ヘラミガキ、 見込 みに格子の暗文
を施す。外面ナデ。

黒色 粗 良好

３

　

　

一

一

SE-1
②層

器
　
　
皿

瓦
　
　
小

96
24 昇筆子覺盆顕尼忌孝石港要輩県晶紺

面ヘラミ 黒色 粗 良好

4 SE-1
②層

土師器

小皿

回縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 灰白色 密 良好

5 SE-1
②層

土師器

小皿

口縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 浅黄色 密 良好

6 SE-1
①層 略
　
椀

日縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ヘラミ
ガキ。

暗灰色 0 5 mlnか ら
l mm程度の

砂粒を含視

良好

7 Ｅ一‐∝
瓦器

椀

回縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ヘラミ
ガキ。

灰色 密 良好

8 Ｅ一‐鏃
瑞
　
椀

体部内面ヘラミガキ、 見込み に格子 の暗文
を施す。外面ナデ。

暗灰色 密 良好

9 Ｅ一‐∝
土師器

小皿

110
13
日縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 灰白色 0 5 1at程 度

の砂粒を含
む。

良好

10 Ｅ一鋸
土師器

ノ` HH

口縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 明褐灰色 粗 良好

11 SE-1
①層

土師器

′卜m

日縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。
`こ

ぢゞ ヽヽ

黄橙色
0 5mm程 度
の砂粒を含
む。

良好

‐２

　

　

一

一

SE-1
④層 瑞
　
　
納

界悸干覺毯畷尼忌卒君楢契芝軌晶紺面
ヘラミ 灰色 l la8程 度の

砂粒を含視
良好

SE-1
④層
瑞
　
椀

日縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ヘラミ
ガキ。

灰色 密 良好

SE-1
④層 瑞
　
擁

日縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ヘラ
ガキ。

灰色 密 良好

SE-1
④層 酪
　
　
椀

体部内面ヘラミガキ、見込みに格子の嗜文
を施す。外面ナデ。

黒色 粗 良好

SE-1
④層 瑞
　
椀

体部内面ヘラミガキ、外面ナデ。 暗灰色 l IIa程 度の

砂粒を含視
良好

17 SE-1
④層 瑞
　
椀

休部内面ヘラミガキ、 見込みに格子の嗜文
を施す。外面ナデ。

灰色 0 5mm程 度
の砂粒を含
む。

良好

SE-1
④層 燃
　
椀

矮託宇F魚岳ゝ事声ヽ
見込みに格子の暗文 灰色 密 良好

SE-1
①層

瓦器

小皿

日縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ヘラミ
ガキ。

灰色 密 良好

Ｅ一鍵
器
　
　
皿

瓦
　
　
小

回縁部内外面ヨヨナデ。体部内面ヘ ラ ミガ
キ、外面ナデ。

灰色 密 良好
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I 東郷遺跡第30次調査(TG89-30)

藍寝喜毒 出土遺構
類
種
種
器

回径
器高

冒客雇
形  態 ・ 調  整 色 調 胎 土 焼成 備考

SE-1
④層 略
　
　
皿ヽ

土
　
　
ィ

日縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 にぶい
黄橙色 翻饒昏

む。

良好

SE-1
④層

土師器

/1ヽ皿

口縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 浅黄橙色 l mmか ら 2
m皿程度の砂
粒を含む。

良好

SE-1
④層

土師器

中皿

日縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 1こ 蓉ミ ヽ

橙色
２
砂

ｏ

ら

の
む

か
度
含

ｍ
程
を

ｌ

ｍ
粒

良好

SE-1
④層

土師器

中皿

回縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 明赤褐色
翻饒昏
む。

良好

SE-2
③層 略
　
椀

体部内面ヘラミガキ、外面ナデ。 灰色 密 良好

SE-2
⑤層

畔
　
椀

界祭計
内外面 ヨコナデ。 体部内外面ヘ ラ 暗灰色

翻壌昏
む。

良好

SE-2
⑤層 瑞
　
椀

ぞ発宇F余岳う事声ヽ見込
みに平行の暗文 暗灰色 粗 良好

SE-2
⑤層 瑞
　
椀

体部内面ヘラミガキ、外面ナデ。 灰色
測鶏

良好

SE-2
⑤層 珊
　
枷

回縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 浅黄色 粗 良好

SE-2
①層 瑞
　
椀

界軍計
内外面 ヨコナデ。 体部内外面 ヘラ ミ 暗灰色 粗 良好

31 Ｅ・２∽
嚇
　
椀

界軍
「

内外面 ヨコナデ。体部内外面 ヘラ ミ 灰 色 密 良好

Ｅ・２鍵
略
　
椀

ぞ霧寧FA吾チ雰声ヽ見
込みに格子の暗文 暗灰色

翻賤昏
む。

良好

SE-2
①層 瑞
　
椀

ぞ琵安F余岳争雰声ヽ見込
みに平行の暗文 灰色 哲ひ呼≧昏

む。

良好

SE-2
①層 酬
　
椀

な発宇F魚孟)雰声ヽ見込
みに平行の嗜文 灰色 05m程 度

の砂粒を含
む。

良好

SE-2
①層 瑞
　
椀

ぞ譴寮FA岳募雰声ヽ見込みに平行の暗文 灰色 0 5 mm程 度
の砂粒を含
む。

良好

SE-2
①層 瑞
　
椀

密耗寮Fハ吾チ罫声ヽ見込みに平行の暗文 灰色 粗 良好

SE-2
①層 瑞
　
枷

キ写舜客争卑
コナデ。体部内面ヘラミガ 灰色 粗 良好

SE-2
①層

器
　
　
皿

瓦
　
　
小

軍写舜舎少叩
コナデ。体部内面ヘラミガ 灰色 密 良好

SE-2
①層

器
　
　
皿

瓦
　
　
小

日縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 灰色 粗 良好

SE-2
①層

土師器

中皿

回縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。
`こ

ぢゞい
責橙色

粗 良好
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報告番号
図版番号

出土遺構
種類
器種 高

径

径
高
台
台

回
器
高
一局

形 態 調 整 色  調 胎  土 焼成 備考

41 SE-2
①層

土師器

小皿

日縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 イこ五ミヽ

橙色

度
含鵡糖晰妙む。

良好

42 SE-2
①層

土師器

小皿

回縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ナデ。 イこおゞい

黄橙色
粗 良好

SE-2
①層

土師器

小皿

回縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 灰 自色 0 5 mm程 度
の砂粒を含
む。

良好

SE-2
①層

質
　
　
釜

瓦
　
　
羽

口縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 灰白色

］̈』
良好

SE-2
①層

須恵器

鉢

270 回縁部および体部内外面回転ナデ。 灰色

ω̈呻
良好

４６

　

　

一

一

SE-2
①層
餓
　
椀

回縁部は玉縁で、 ヨヨナデを施す。 灰白色 密 良好

４７

　

　

一

一

SK-1 瑞
　
　
椀

口縁部内外面 ヨコナデ。 体部内面 ヘ ラ ミガ
キ、外面ナデ。

灰色 密 良好

SK-1 琳
　
　
椀

日縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ヘラミ
ガキ。

灰色

］い
良好

SK-1 酷
　
椀

体部内面ヘラミガキ、外面ナデ。 灰色 05 mm程 度
の砂粒を含
む。

良好

SK-1 酷
　
椀

体部内面ヘラミガキ、見込みに平行 の嗜文
を施す。外面ナデ。

灰色 粗 良好

SK-1 器
　
　
皿

瓦
　
　
小

回縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ヘラ
ガキ。

灰色 0 5 1ta程 度
の砂粒を含
む。

良好

SK-1 瓦器

ァトm

回縁部内外面 ヨヨナデ。体部内面 ヘ ラ ミガ
キ、外面ナデ。

灰色 粗 良好

SK-1 器
　
　
皿

瓦
　
　
小

口縁部内外面 ヨコナデ。 体部内面 ヘ ラ ミガ
キ、外面ナデ。

暗灰色 密 良好

SK-1 器

　

皿

瓦

　

小

日縁部内外面 ヨコナデ。体部内面 ヘ ラ ミガ
キ、外面ナデ。

灰色 粗 良好

SK-1 土師器

杯

回縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 にムゞヽ`

黄橙色
粗 良好

SK-1 土師器

小皿

日縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 イこムゞ t｀

黄橙色
粗 良好

SK-1 土師器

小皿

回縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 橙色 粗 良好

SK-1 土師器

小皿

日縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 にぶい橙
色

粗 良好

SK-1 須恵器

鉢

320 回縁部および体部内外面回転ナデ。 灰色 密 良好

６〇

　

　

一

一

SK-1 餓
　
腕

回縁部は玉縁で、 ヨコナデを施す。 灰白色 05 nm程 度
の砂粒を含
む。

良好
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報告番号
図版番号 出土遺構

種類
器種

回径
器高
高台高
高台径

形 態 調 整 色 調 胎 土 焼成 備考

６‐

　

　

一

一

SK-1 触
　
椀

回縁部は玉縁で、 ヨコナデを施す。 灰白色
翻饒昏
む。

良好

６２

　

　

一

一

SK-2 瑞
　
椀

142
早写舜器少写Fコナデ。体部内面

ヘラミガ 灰色 粗 良好

SK-2 器
　
　
ｍ

瓦
　
　
ホ

早写舜審分野
コナデ。体部内面ヘラミカ オリーブ

灰色
0 5 mmか ら

搬鶏
良好

SK-2 器
　
　
皿

瓦

　

小

キ掃舜審今写Γ
コナデ。体部内面ヘラミガ 灰色 0 5 mmか ら

搬鶏
良好

SK-2 土師器

中皿

回縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 にぶい
黄橙色

粗 良好

SK-2 土師器

小 皿

日縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 1こ おゞ ヽゝ

黄橙色
粗 良好

SK-2 土師器

小皿

日縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 ′こムゞヤヽ
黄橙色

IE 良好

SK-2 須恵器

鉢

口縁部および体部内外面回転ナデ。 灰 色 粗 良好

６９

　

　

一

一

SK-2 須恵器

甕

回縁部および体部内外面回転ナデ。 灰白色 粗 良好

SK-3 瑶
　
椀

キ写舜審全雰Γ
コナデ。体部内面ヘラミガ 灰 色 0 5 mm程 度

の砂粒を含
む。

良好

７‐

　

　

一

一

SK-3 略
　
椀

149
48
47
04

犀写賛退公可旱驀あ羅受緞 面
ヘラミガ 灰色

”̈呻
良好

７２

　

　

一

一

SK-3 酬
　
椀

142
41
52
03

早『賛4繊雇旱再ム君災期
面ヘラミガ 暗灰色 粗 良好

SK-3 瑞
　
椀

150
47
48
05

軍写賢窪繊雇早驀落君受期 面
ヘラミガ 灰色 粗 良好

SK-3 瑞
　
椀

キ母
部内外面 ヨコナデ。 体部内面ヘ ラ ミガ 暗灰色 粗 良好

SK-3 囃
　
椀

甲F部
内外面 ヨコナデ。 体部内面 ヘラ ミガ 暗灰色 粗 良好

SK-3 瑞
　
椀

軍伊
部内外面 ヨコナデ。体部内面ヘ ラ ミガ 灰色

測鶏
良好

77 SK-3 瑞
　
椀

箸謎寧F余岳ゝ雰声ヽ見込みに格子の暗文 暗灰色 粗 良好

SK-3 酪
　
椀

密藉要F余岳争李声ヽ見込
みに平行の暗文 暗灰色 粗 良好

SK-3 器
　
　
皿

瓦
　
　
小

キ写舜客少写Γ
コナデ。体部内面ヘラミガ 灰色 祖 良好

８０
　
　
〓

SK-3 瑞
　
枷

90
19 早写舜自分ワ5コナデ。体部内面

ヘラミカ 暗灰色 粗 良好
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報告番号
図版番号

出土遺構
類
種
種
器 一局

径

径
高
台
台

口
器
高
高

形 態 調 整 色  調 胎  土 焼成 備考

SK-3 器
　
　
皿

瓦
　
　
小

日縁部内外面 ヨコナデ。 体部内面ヘ ラ ミガ
キ、外面ナデ。

灰色 0 5 1omか ら
2 mm程度の
砂粒を含視

良好

SK-3 器
　
　
皿

瓦
　
　
小

□縁部内外面 ヨヨナデ。 体部内面 ヘラ ミガ
キ、外面ナデ。

灰色 ３
砂

ｏ

ら
の
む

か
度
含

ｍ
程
を

ｌ

ｍ
粒

良好

SK-3 器
　
　
皿

瓦
　
　
小

回縁部内外面 ヨコナデ。 体部内面 ヘラ ミガ
キ、外面ナデ。

灰色 0 5mmか ら1
5 mm程 度 の
砂粒を含視

良好

SK-3 土師器

中皿

[42 日縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 イこぢゞや`
橙色

粗 良好

SK-3 土師器

中皿

□縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 浅黄色 0 5 mm程 度
の砂粒を含
む。

良好

SK-3 土師器

中皿

回縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 |こ おヾ ヤヽ
黄橙色

05 mmか ら
l mm程度の

砂粒を含帆

良好

SK-3 土師器

小皿

口縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 1こ ムヾヽヽ
黄橙色

0 5 1atか ら
2 mm程度の

砂粒を含視

良好

SK-3 土師器

/1ヽ皿

□縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 灰黄色 密 良好

SK-3 土師器

小皿

回縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 1こ なゞヽヽ

黄橙色
0 5 ma程 度
の砂粒を含
む。

良好

SK-3 土師器

/1ヽ皿

日縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 浅黄色 粗 良好

SK-3 土師器

′卜m

口縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 1こ おゞい

橙色
粗 良好

SK-3 土師器

月、Ⅲ

回縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 におゞい

黄橙色
05 mmか ら
l mm程度の

砂粒を含視

良好

SK-3 土師器

71ヽ皿

日縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 にぶヽヽ
橙色

粗 良好

SK-3 土師器

小皿

日縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 にぶヽヽ
橙色

粗 良好

SK-3 土師器

羽釜

回縁部内外面 ヨコナデ。 体部内外面ナデ。
鍔部 ヨコナデ。

1こ 邁ゞ ヽヽ

黄橙色

l mmか ら 3
mm程度の砂
粒を含む。

良好

SK-3 須恵器

鉢

回縁部および体部内外面回転ナデ。 灰自色 粗 良好

SK-3 須恵器

片ロ

日縁部および体部内外面回転ナデ。 暗青灰色 ３
砂

ｏ

ら
の
む

か
度
含

ｍｍ
程
を

ｌ

ｍ
粒

良好

９８

　

　

一二

SK-3 敵
　
椀

回縁部は玉縁で、 ヨコナデを施す。 灰白色 0 5 mm程 度
の砂粒を含
む。

良好

９９

　

　

一二

SK-3 餓
　
椀

回縁部を外反させ、端部を平 らにしている。
見込み近 くに一条の沈線を施す。

灰白色 0 5 dI程 度
の砂粒を含
む。

良好

SP-1 酪
　
椀

体部内面ヘラミガキ、外面ナデ。 暗灰色 粗 良好
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謎寂暮暑 出土遺構
類
種
種
器 高

径

径
高
台
台

回
器
高
高

形 態 調 整 色 調 胎  土 焼成 備考

SP-2 瑞
　
椀

界軍評
内外面 ヨコナデ。 体部内外面ヘ ラ ミ 灰色

翻壌昏
む。

良好

SP-3 瑞
　
椀

界写計
内外面 ヨコナデ。 体部内外面 ヘラ ミ 暗灰色 粗 良好

SP-3 酬
　
椀

体部内面ヘラミガキ、外面ナデ。 灰色 粗 良好

SP-5 瑞
　
椀

界軍評
内外面 ヨコナデ。 体部内外面ヘ ラ 灰色 粗 良好

SP-5 土師器

小皿

口縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 橙色 05 mm程 度
の砂粒を含
む。

良好

SP-6 瑞
　
椀

界筆評
内外面 ヨコナデ。 体部内外面ヘ ラ ミ 灰色

呻］』
良好

SP-6 瑞
　
椀

体部内面ヘラミガキ、外面ナデ。 灰色 粗 良好

SP-6 土師器

小皿

回縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 浅黄色 粗 良好

SP-10 瑞
　
椀

界軍計
内外面 ヨコナデ。 体部内外面ヘ ラ ミ 暗灰色 粗 良好

SD-1 器
　
　
皿

瓦
　
　
小

日縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 嗜灰色 粗 良好

111 SD-1 土師器

小皿

日縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 イこおゞヽヽ
黄橙色

］̈』
良好

SD-2 畔
　
椀

170
界軍計
内外面 ヨコナデ。 体部内外面ヘ ラミ 暗灰色 粗 良好

SD-2 瑞
　
椀

ぞ誰宇FA岳 雰ゝ声ヽ見込
みに格子の暗文 灰色 05m血 から

搬鶏
良好

114 SD-4 瑞
　
　
椀

早『舜碧令守
コナデ。体部内面ヘラミガ 白灰色 粗 良好

SD-4 瑞
　
椀

146
45
55
03

早写舜審少卑
ヨナデ。体部内面ヘラミガ 灰色 0 5 mmか ら

21111程度の
砂粒を含視

良好

SD-4 燃．　　続

体部内面ヘラミガキ、外面ナデ。 灰色 粗 良好

117 SD-4 器

　

皿

瓦
　
　
小

早写舜客少写Fコナデ。体部内面
ヘラミガ 灰色

呻̈呻
良 好

SD-4 土師器

中皿

キ晉舜審少卑
コナデ。体部内面ヘラミガ 灰責褐色 粗 良好

SD-4 土師器

小皿

日縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 1こ ぢゞ tヽ

橙色
粗 良好

SD-4 土師器

ノIヽ m

日縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 灰白色 粗 良好
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報告番号
図版番号

出土遺構
類
種
種
器 高

径

径
一］回
ム
ロ
台

回
製
聖
局
一局

形 調 整 色  調 胎 土 焼成 備考

SD-4 土師器

小皿

回縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 にぢゞ t｀
黄橙色

粗 良好

SD-4 土師器

小皿

日縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 にぢゞ tゝ
黄橙色

0 5 mm程 度
の砂粒を含
む。

良好

SD-5 瓦器

椀

体部内面ヘラミガキ、外面ナデ。 嗜灰色 粗 良好

SD-5 瓦器

小皿

回縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ヘラミ
ガキ。

灰色 粗 良好

SD-5 土師器

中皿

回縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 1こ ぢゞ ヽヽ
橙色

粗 良好

SD-5 土師器

中皿

口縁部内外面 ヨコナデ。 体部内面 ヘ ラ ミガ
キ、外面ナデ。

イこぢゞヽヽ
橙色

粗 良好

SD-5 土師器

小皿

回縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 橙色 粗 良好

SD-6 土師器

小皿

回縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 淡橙色 粗 良好

SD-3 瑞
　
椀

体部内面ヘラミガキ、外面ナデ。 灰色

‐̈ｍｍ程度のい
良好

SD-8 瑞
　
　
椀

体部内面ヘラミガキ、外面ナデ。 黒褐色 粗 良好

SD-8 土師器

小皿

回縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 橙色 粗 良好

包含層 瑞
　
椀

回縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ヘラミ
ガキ。

黒色 粗 良好

包含層
2C 瑞
　
枕

体部内面ヘラミガキ、外面ナデ。 灰白色 粗 良好

包含層
lb 瑞
　
椀

体部内面ヘラミガキ、外面ナデ。 暗灰色 粗 良好

包含層
2C

器
　
　
皿

瓦
　
　
小

口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ヘラミ
ガキ。

黒色 粗 良好

包含層
lb

土師器

中皿

口縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 にムゞ ヽゝ

責橙色
0 5 mm程 度
の砂粒を含
む。

良好

包含層
2C

土師器

小皿

口縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 イこぢゞヽヽ
橙色

粗 良好

包含層 土師器

/卜Ⅲ

口縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 になヾヽ`

黄橙色
0 5 mmか ら

購 6

良好

包含層
lb

土師器

小皿

口縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 になゞ tヽ
黄橙色

粗 良 好

包含層 土師器

′卜HH

日縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ。 1こ ぶい

黄橙色

0 5 mm程 度
の砂粒を含
む。

良好
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註 1

註 2

I 東郷遺跡第30次調査(TG89-39)

3.ま とめ

今回の調査では、平安時代末期から鎌倉時代の居住域を確認した。また、近世の遺構も検出

していることから、当調査地付近一帯に当時の集落が存在していたことがわかった。

SE-1と SE-2は平安時代末期頃に掘られ、鎌倉時代後期ごろまで機能していたと推定さ

れる。同時期の遺構は他に土坑、溝、小穴があり、今回の調査地で居住していたと推定される。

しかし、今回の調査は約85だと小規模であるため、屋敷等の建物跡の復元は不可能であった。

今後近接している地域を発掘調査することによって、同時期の集落域が明らかになると推定さ

れる。

同遺跡内での平安時代末期から鎌倉時代にかけての遺構は、第 3次調査、第 4次調査、第15
註 1    註 1

次調査、第16次調査、第18次調査で水田を検出しており、今回検出した居住域はこの水田を耕
註2    註2    註 2
作 していた人々のものと推定される。

「八尾市埋蔵文化財発掘調査概報 1980。 1981年度」1983年 8月 財団法人八尾市文化財調査研究

会報告 2

「八尾市埋蔵文化財発掘調査報告 昭和63年度」東郷 田井中 1989年 3月 財団法人八尾市文化

財調査研究会報告17
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SE-1 遺物出土状況 (南から)

完掘状況 (東から)

完掘状況 (南から)

SK-2 遺物出土状況 (南から) SK-3 遺物出土状況 (南から)
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SE-1(3・ 12)SE-2(46)SK-1(47・ 60・ 61)SK-2
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I 東郷遺跡第30次調査(TG89-30)

72

(62・ 69)SK-3(71・ 72)出土遺物

図
版
二



図
版
三

tt

82

SD-5(126)出 土遺物
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Ⅱ 東郷遺跡第42次調査 (TG98-42)



例

本書は、八尾市荘内町 1丁目28-10で実施した共同住宅建設工事に伴う発掘調査の報告書

である。

本書で報告する東郷遺跡第42次調査 (TG93-42)の発掘調査業務は、八尾市教育委員会

の指示書 (八教社文第70号 平成 5年 9月 17日 )に基づき、財団法人八尾市文化財調査研

睡 褻 蒙 頭 多 移幸予:≡]硬巧覇顧ヒえ12F´ 生 __

現地調査は平成 5年 12月 1日～平成 5年 12月 13日 にかけて、岡田清―を調査担当者として

実施した。調査面積は約260Hfである。なお、調査においては澤井幹 。大見康裕・ 興儘徳

保が参加した。

本書に関わる業務は、遺物実測―内山千栄子・吉田由美恵、遺物 トレースー北原清子、本

文の執筆・編集 。写真撮影は岡田が担当した。
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Π 郎遺跡第42次調査

I 東郷遺跡第42次調査(TG93-42)

(TG93-42)

1.は じめに

東郷遺跡は八尾市のほぼ中央に位置し、現在の行政区画では、北本町 。東本町・光町・桜 ケ

丘一帯がその範囲になる。地理的には楠根川と長瀬川に挟まれた地域にあたり、弥生時代中期

から鎌倉時代にいたる複合遺跡である。周辺の遺跡では北に萱振遺跡、南に成法寺遺跡、西に

久宝寺遺跡、南東に小阪合遺跡が隣接 している。

本遺跡内では現在までに当調査研究会および八尾市教育委員会によって、48件を数える調査

が実施されている。また、大阪府教育委員会が昭和62～63年度にわたって実施した楠根川改修

工事に伴う調査で、他地方からの搬入土器や特殊器台をはじめ、新羅系の土器が発見されるな

ど弥生時代から奈良時代にかけての貴重な成果が報告されている。さらに遺跡名は異なるが、

当調査地部の東西に伸びる都市計画道路平野高安線拡幅工事に伴う同教育委員会の一連の調査
詞E2

1翻 □解 獅

蹄
肥
剛

第 1図 調査地周辺図
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(成法寺遺跡 第 1図参照)においても、古墳時代前期の集落址、円形周溝墓、弥生時代中期

の方形周溝墓群をはじめ、多数の遺構 。遺物が検出されている。

2.調査概要

1)調査の方法と経過

今回の調査は共同住宅建設工事に伴うもので、当調査研究会が本遺跡内で実施した第42次

(TG93-42)に あたる。調査区は工事によって破壊される部分を対象とし、西から第 1調査区

(東西 3m×南北18m)、 第 2調査区 (東西 7m×南北18m)、 第 3調査区 (東西 4m×南北21

m)と した。しかし、事実上の調査面は、調査前に整地された盛土の上壌が悪質で不安定なと

ころが多く、調査区の壁面が調査中に崩れ落ちたところもあり、部分的に支障を負った。地区

割りについては北西隅に任意の基準点を設置し、 1区画を5m四方で南北方向を算用数字 (1

～ 6)、 東西方向をアルファベット (A～ F)で表示し、地区名を lA～ 6F区 と呼称 した。

第 2図 調査地区割図

―-30-―



I 東郷遺跡第42次調査(TG98-42)

掘削については、各調査区ともに八尾市教育委員会の遺構確認調査資料を参考に、現地表 (標

高8.3m前後)下1.2m前後を機械掘削した後、以下04m前後を人力により掘削し、遺構・遺物

の検出に努めた。その結果、第 2調査区において鎌倉時代後期頃に比定される溝 1条 (SD―

101)・ 落ち込み 1箇所 (SO-101)、 古墳時代前期の溝 1条 (SD-201)、 第 3調査区において

は古墳時代前期の土坑 (SK-201・ 202)を検出した。

2)基本層序

調査地のほとんどが、近年における盛土および攪乱によって中世期以降の堆積層を削平して

いる。しかし、古墳時代前期に比定できる土層の堆積は3地区とも比較的安定した様相である。

以下、下層確認も含めて普遍的に堆積する9層を摘出して基本層序とし、記述する。

第 1層 :盛土および攪乱層 (層厚1.2m前後)。

第 2層 :灰褐色粘質土 (層厚0.15m前後)。 中世期の土師器の小破片が含まれる堆積層で模

式図には示しているが、既述したように調査区全域に堆積するものではなく、断片

的に僅かに確認されるだけである。

―

第 2調査区

1

SD-101
落ち込み 101

‐ ― ―

現

4▼

5 SD-201

6

7

9

現地表

一

一　・・． イオ
一

序

　

　

　

　

・

・

層

盛土 。撹乱層     6.
灰掲色粘質±     7
明黄掲色粘質±    8
赤褐色砂礫混粘質±  9.
灰色粘土

青灰色粘土

灰黒色粘土

青灰色細砂混シルト

暗緑灰色シル ト

第 3図 調査地区別基本層序模式図

第 1調査区

1

恋

5

ｒ

ｌ

ｌ

く

―

―

く

下
層
確
認

第 3調査区

1

▼    4
/

ミ拶Ξ紹 5

6

7
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第 3層 明黄褐色粘質土 (層厚0.35m前後)。 古墳時代前期 (布留式期)の遺物包含層にあ

たる。第 2調査区の北部では、本層の上面 (標高7.Om前後)が鎌倉時代後期の遺

構検出面になる。

赤褐色砂礫混粘質土 (層厚0.15m前後)。 酸化鉄分を含む。本層の上面 (標高68m

前後)が古墳時代前期 (布留式期)の遺構検出面になる。

灰色粘土 (層厚0.35m前後)。

青灰色粘土 (層厚0.4m前後)。 第 3調査区では砂礫が含まれる。

灰黒色粘土 (層厚0,2m前後)。 植物遺体を若干含む。

青灰色細砂混シルト (層厚02m前後)。

暗緑灰色シルト (層厚0.3m以上)。

第 4層

第 5層

第 6層

第 7層

第 8層

第 9層

※第 6～ 9層については、調査終了後に各調査区の中央付近で lmx2mの グリットを設定

し確認 したものであるが、遺構 。遺物はみられなかった。

3)検出遺構と出土遺物

[第 1調査区]

鎌倉時代後期

第 2層灰褐色粘質土層内から、瓦器椀および土師器皿の破片が数点出土したが、遺構は確認

できなかった。遺物は図化不能であるが、瓦器椀のタイプから尾上編年のⅢ-3期に比定でき

よう。

古墳時代前期

第 3層明黄褐色粘質土層内から、甕の日縁部片 。小型丸底壺の小破片が出上 したが、遺構は

確認できなかった。遺物は図イヒ不能であるが、土器の形態および調整から布留式期の中相段階

に比定できよう。

[第 2調査区]

鎌倉時代後期

澤i(SD)

SD-101

調査区北部 2C～ 2D区・ 3C～ 3D区で検出した。北東―南西方向に伸びる溝で、幅40～

90cm・ 深さ 5 cm前後を測る。断面の形状は浅い椀型を呈する。遺構内埋土は褐灰色粘質土で、

内部からは土師器小皿の破片が出土した。

落ち込み (SO)

SO-101

―-32-―



Ⅱ 東郷遺跡第42次調査(TG93-42)

④lC¬托 ④lギ D

10m

51

古墳時代前期

5 1

鎌倉時代後期

第4図 第2調査区遺構平面実測図

SD-101の北側で検出した。遺構の南肩が、やや SD-101と 並行するかたちで北部に向かっ

て緩やかに落ち込む。検出部の最深部は0。 lm前後を測る。遺構内埋土は灰黒色粘土で、炭化

物を含む。内部からは土師器の小破片が少量出土した。

古墳時代前期

溝 (SD)

SD-201

調査区北部 2C～ 2D区・ 3C～ 3D区で検出した。上層遺構の SD-101と 重複するかた

ちになるが、方向的には東西に伸びるものとおもわれる。規模は、幅1.1～ 2.5m・ 深さ015m

を測る。断面の形状は逆台形を呈する。遺構内埋土は第 1層暗茶褐色砂礫混粘質土 。第 2層淡

灰褐色粘質土の 2層に分層できる。埋土内遺物は、溝のほぼ中央にかたまって両層から出土

した。出土 した遺物のうち図化できたものは20点で、内分は小型壺 4点 (1～ 4)・ 直口壺 1

点 (5)。 広口壺 1点 (6)・ 甕 7点 (7～ 13)である。 これらの土器を「久宝寺遺跡第 1次
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写真 l SD-201(東から)

下 3ぷ二
遺構内埋土層
1 暗茶褐色砂礫混粘質土
2 淡灰褐色粘質土

SD-201内土器集積平・断面図

―-34-―
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Ⅱ 東郷遺跡第42次調査(TG93-42)

第6図 SD-201 出土遺跡実測図

(KH84-01)調 査報告」内の器種分類 (1993 原田)でみると、小型壷が小型壷 B3・ B4、
註 3

直日壺が大型直口壺A、 広日重が広口壷 B、 甕は甕 E・ 甕 Fにあたる。これら個ケの器種形態

から時期検討すると、原田編年でいう布留 I～Ⅱ期とする布留式古相段階に相当する。また、

全体の遺物量は図化できなかった破片を含めると約30個体分の土器が集積していたものとおも

われる。

[第 3調査区]

鎌倉時代後期

遺物包蔵量の割合からみると他の 2地区と比較して密度は高いが、遺構は確認されなかった。
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Qlギ

6      1 
古墳時代前期

第 7図 第 3調査区遺構平面実測図

遺物は瓦器および土師器の小破片で、図化できる

遺存度の良いものはなかった。

古墳時代前期

土坑 (SK)

SK-201

調査区南部 5F区で検出した。東部が調査区外

に至るため全容は不明である。検出部分での規模

は、最大径1,9m・ 深さ01mを測る。遺構内埋土

は上から第 1層暗茶褐色砂礫混粘質土・第 2層淡

灰褐色粘質上の 2層に分層できる。遺物は第 2層

から庄内式甕の口縁部片が出土 した①

SK-202

SK-201の南西部で検出した。西部が調査区外

に至るため全容は不明である。検出部分での最大

径15m。 深さ01mを 測る。遺構内埋土は暗茶褐

色砂礫混粘質土で、遺物は出土しなかった。

<遺構に伴わない出土遺物>

第 3調査区の第 4層赤褐色砂礫混粘質土内から

は、古墳時代前期 (庄内式期新相～布留式期中相

段階)に比定される土器が、コンテナ箱 (幅40cm

×長さ60cm× 深さ20cm)に して約%出土 した。そ

のうち図化できたものは壺が 4点 (14～ 17)、 甕

が 3点 (18～ 20)・ 砥石が 1点 (21)で ある。既

述の器種分類では (14・ 15)は複合口縁壺

A、 (16)は広回壺 C、 (17)は大型直口壷

A、 (19)は甕 B、 (20)|よ 甕 Eにあたる。

これらの器種形態はすべて時期的に、布留

I期とする布留式古相段階の範疇に納まる

ものである。(18)の甕については、搬入

品 (四国産 ?)と おもわれる。

10m

写真 2 調査風景 (SD-201遺 構掘り)
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�

ｏ
20cm

4)出土遺物観察表

第 8図 第 3調査区第 4層出土遺物実測図

遺物番号

図版番号

器  種
出土地点

法量

(cm)

径

高

回

器
形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼成

遺存状況

備  考

l 小型丸底壷

(土師器)

SD-201

106 日縁部内外面ヘラミガキ。体部内外面磨滅のため調整

不明。

内/淡茶色
外/暗茶褐
色

2 mE以下の

長石・雲母・

石英を含む

良好 回縁部～体

部
1/4

2 同 上 104

72
回縁部内外面ヘラミガキ。体部内面ナデ、外面ヘラミ

ガキ。

内/淡茶褐
色

外/赤褐色

2 nd以下の

長石を含む

良好 ほぼ完形

3 同 上 114

76
回縁部～体部上半の内外面は磨滅のため調整不明。体

部下半の内面ナデ、外面ヘラミガキ。

明茶褐色 2 1aI以下の

長石を含む

良好 %
体部外面下

半に黒斑を

有する

4 同 上 110

70
回縁部内面 ヨコナデ以外は剥離のため調整不明。 明茶褐色 211H以下の

長石を含む

良好
t/3

5 直口壼

(土師器)

SD-201

174 回縁部内面ハケナデ、外面 ヨコナデ。肩部内耐 ヨ闘ム

外面ナデ (やや磨滅気味)。

茶掲色 3～ 8 Halの

長石・雲母・

角閃石・石

英を含む

良好 回縁部ほぼ

完形

６

　

　

一二

広回壷

(土師器)

SD-201

300 日縁部内外面 ヨコナデ・ ナデ (磨滅気味)。 内/嗜茶褐
色

外/茶褐色

5 Hul以下の

長石・雲母

を含む

良 回縁部1/e

7 霊

(土師器)

SD-201

158 回縁部内面ハケナデ、外面 ヨコナデ。 淡茶褐色 2 1al以下の

長石を含む

良 日縁部 1/3

8 同 上 166 回縁部内外面 ヨコナデ。 淡茶色 3 mtr以下の

長石・雲母・

角閃石・石

英を含む

良 日縁部 1/8
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遺物番号

図版番号

器  種
出土地点

法量 口径
(cl)器高

形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼成
遺存状況

備  考

甕
(■師器)
SD-201

164 回縁部内面 ヨコナデ、外面指頭圧。肩部内面ヘラケズ

リ、外面ハケナデ。

暗茶褐色 4 Hal以下の

長石・雲母・

角閃石を含

む

良好 回縁部
1/3

同 上 166 日縁部内外面ヨコナデ。肩部内面ヘラケズリ、外面ハ

ケナデ。

茶灰色 2 1El前後の

長石・ 雲母

を含む

良好 回縁部 1/8

11 同 上 と56 口縁部内外面 ヨコナデ。肩部内面ヘラケズリ、外面調
整不明。

淡茶褐色 2 mal以下の

長石・ 雲母

を含む

艮 回縁部
1/8

同 上 160 日縁部内面ハケナデ、外面 ヨコナデ (磨滅気味)。 乳灰褐色 2 ng以下の

長石・雲母・

角関石を含

む

良好 口縁部%

同 上 [48 回縁部内外面 ヨコナデ。肩部内面磨滅のため調整不り臥

外面ハケナデ。

淡褐色 2 mm以下の

長石を含む

良 日縁部～肩

部
1/2

複合回縁壷

(■師器)

第 3調査区
(第 4層 )

182 内外面ともに磨減が著 しく調整不明。日縁端部外面に

円形浮紋を施す。

乳茶色 5 mI以下の

長石・ 石英

を含む

良好 日縁部
1/8

同 上 190 回縁部内外面 ヨコナデ。頚部内外面ナデ。 茶褐色 5 mI以下の

長石・ 石英

を含む

良好 日縁部 3/4

回縁部内面

に黒斑を有

する

広回霊

(土師器)

第 3調査区
(第 4層 )

158 回縁部内外面 ヨコナ島 乳茶色 4 DJI以下の

長石・ 石英

を含む

良好 日縁部
1/c

直日霊

(土師器)

第 3調査区
(第 4層 )

212 回縁部内面ヨコナデ、外面指頭圧後ヨコナデ。 淡茶褐色 6 1El以下の

長石・角閑

石・ 石英を

含む

良好 日縁部
1/c

甕

(上師器)

第 3調査区
(第 4層 )

130 日縁部内外面 ヨコナデ。肩部内面ナデ、外面タタキ。 茶褐色 3 1dol以下の

長石・雲母・

角閃石・石

英を含む

良好 日縁部～肩

部 1/8

搬入品か ?

同 上 146 日縁部内外面ヨコナデ。肩部内面ヘラケズリ?、 外面
タタキ。

淡茶褐色 2 Hal以下の

長石・雲母・

角閑石を含

む

良好 日縁部
1/8

同 上 158 口縁部内外面 ヨコナデ。肩部内面ヘラケズリ、外面タ

タキ (3～ 4本 /cl l)。
茶褐色 3 HI以下の

長石・雲母・

石英を含む

良 日縁部～肩

部 1/4

3。 まとめ

今回の調査では、鎌倉時代後期と古墳時代前期の二時期の遺構 。遺物を確認することがで

きた。鎌倉時代後期については、近代の耕地化および開発行為によってかなり削平を受けてい

ることがわかった。当時期については、当地から北西に約30m地点で実施された第39次調査

(TG92-39)で、当調査地の堆積層とレベル的にほぼ対応する中世の耕作面が確認されている。

本調査で検出した溝 (SD-101)お よび落ち込み (SO-101)も この生産域と有機的なつなが

りをもつ遺構とおもわれる。
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当地における古墳時代前期の遺構・遺物の遺存については周辺の既往の調査か らも想定され

たが調査の結果、比較的希薄な様相を呈するものであった。当時期に関連するとおもわれる遺

構については、既述の第39次調査および当地か ら約50m地点で実施された第26次調査 (TG87-
註 4

26)に おいて溝・小穴をはじめとする集落址がある。 さらに本文中にも既述 した第26次調査地

の南に面する大阪府教育委員会による一連の府道の調査 (成法寺遺跡)においても、同時期の

集落址が確認されている。 これら周辺の調査結果と今回の調査結果を照合すると、面的に制約

があるため十分 とは言えないが、当地にみられた遺構が一種拠点的な集落の外れにあたる場所

とも考えられる。

<参考文献>

註 1 大阪府教育委員会『東郷遺跡発掘調査概要・ I―八尾市桜ケ丘・旭ケ丘所在―』1989年 3月

註 2 大阪府教育委員会『成法寺遺跡発掘調査概要・Ⅶ―八尾市南本町 1丁目所在及び八尾市東本町 5丁

目所在 (東郷遺跡)一』1994.3

註 3 財団法人 八尾市文化財調査研究会『八尾市埋蔵文化財発掘調査報告』八尾市文化財調査研究会報

告37 1993年

註 4 財団法人 八尾市文化財調査研究会『八尾市文化財調査研究会年報 昭和62年度』⑪八尾市文化財

調査研究会報告16 1988年

写真 3 調査地 (北東から)
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図
版

一

第 1調査区 (南から/中央は試掘孔)

第 2調査区 (鎌倉時代後期/北から)
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第 2調査区 (古墳時代前期/北から)

第 3調査区 (古墳時代前期/南から)



図
版
三

5

SD-201(2～ 6)、 第 3調査区 第 4層出土 (14。 15・ 21)
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Ⅲ 東郷遺跡第45次調査 (TG93-45)



例

1. 本書は、八尾市桜ケ丘3丁目45番、49番で実施した共同住宅建設工事に伴う発掘調査の報

告書である。

本書で報告する東郷遺跡第45次調査 (TG93-45)の発掘調査業務は、八尾市教育委員会

の指示書 (八教社文第124号 平成 6年 1月 24日 )に基づき、財団法人八尾市文化財調査

1塑 塑 _IttT聖から委託を受けて実施したものである。
1. 現地調査は平成 6年 3月 16日～平成 6年 4月 1日 にかけて、岡田清二を調査担当者として

実施した。調査面積は約200arでぁる。なお、調査においては山喜弘―・福島友香 。大見

康裕・輿儀徳保が参加した。

本書に関わる業務は、遺物実測―北原清子・沢村妙子、遺物 トレースー北原清子、本文の

執筆・編集は岡田、写真撮影は成海佳子が担当した。

本 文 目 次
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Ⅲ 東郷遺跡第45次調査(TG93-45)

Ⅲ 東郷追跡第45次調査 (TG93-45)

1.は じめに

東郷遺跡は八尾市のほぼ中央に位置し、現在の行政区画では、北本町・東本町・光町 。桜ケ

丘一帯がその範囲にあたる。地理的には楠根川と長瀬川に狭まれた地域で、弥生時代中期から

鎌倉時代にいたる複合遺跡になっている。周辺の遺跡では北に萱振遺跡、南に成法寺遺跡、西

に久宝寺遺跡、南東に小阪合遺跡が隣接している。

本遺跡内では現在までに、当調査研究会が実施した48件の調査以外に大阪府教育委員会、八

第 1図 調査地周辺図
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尾市教育委員会によっても数多くの調査が実施されている。本調査地付近では、東部において

昭和62年～昭和63年に大阪府教育委員会が実施した楠根川改修工事に伴う調査で、他地域から
註 1

の搬入土器・吉備地方の特殊器台をはじめ、弥生時代から奈良時代にかけての遺構・遺物が多

数検出されている。さらにその北東部の萱振遺跡では同教育委員会 (昭和62～63年)および当
註 2

調査研究会 (平成 3年 。平成 4年)の公共事業に伴 う調査において、古墳時代前期の住居址や
註3

方墳が検出されている。

2.調査概要

1)調査の方法と経過

今回の調査は共同住宅建設に伴うもので、当調査研究会が当遺跡内で実施した第45次調査に

あたる。調査区は工事によって破壊される部分となる東西約20m。 南北約10mの面積およそ

200ポを対象とした。調査方法については、掘削残土処理上の事情から調査区を東西で 2分割

して西側から調査を開始し、西側の調査がすべて終了してから東側の調査を実施した。地区割

については調査区を設定した時点で北西隅に任意の基準点を設け、 1区画を5m四方で南北方

向を算用数字 (1～ 3)、 東西方向をアルファベット (A～ E)で表示し、 lA区～ 3E区と

呼称した。掘削は八尾市教育委員会の遺構確認調査結果を参考に、現地表下1.5m前後の感十・

旧耕土・床土までを重機により掘削した後、以下 lm前後を入力によって掘削 。精査を実施、

第 2図 調査地区割図
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Ⅲ 東郷遺跡第45次調査(TG93-45)

遺構・遺物の検出に努めた。調査の結果、古墳時代前期か ら近世に至る遺構・遺物を検出した。

2)基本層

調査区全

本層序とし

第 1層

第 2層

第 3層

第 4層

第 5層

第 6層

第 7層

第 8層

序

域に普遍的に堆積する8層を摘出して基

た。

盛土および既存建築物の基礎部分となる

攪乱層 (層厚130cm前後)。 現地盤の標高

はT.P,+8.5m前後を測る。

旧耕土 (層厚15cm前後)。

床土 (層厚10cm前後)。

茶灰色砂礫混砂質土 (層厚10～ 30cm)。

中世～近世の遺物を含む。

茶褐色砂礫混砂質土 (層厚10～ 30cm)。

古墳時代前期～奈良時代の遺物を含む。

本層は土層の堆積状況や多数の土器片の

混入から考えて、奈良時代の整地層であっ

た可能性が高い。

序〕

盛土および撹乱層  5 茶褐色砂礫混砂質土
旧耕±       6.茶 灰色シルト
床 ±       7 灰色礫混シルト
茶灰色砂礫混砂質± 8 圧白色細砂～粗砂

第 3図 基本層序模式図

茶灰色シルト (層厚 5 cm前後)。 本層の上面が古墳時代前期～奈良時代の遺構検出

面になる。

灰色礫混シルト (層厚30～40cm)。 径 3 cm前後の小礫が多量に含まれる。

灰白色細砂～粗砂 (※下層確認も含め、層厚 5m以上を測る)。 層内の遺物から古

墳時代前期 (布留式期)に比定される河川または決水による堆積層とおもわれる。

3)検出遺構と出土遺物

第 6層茶灰色シルト層上面 (標高6.5m前後)において、古墳時代前期の上坑 1基 (SK―

401)、 古墳時代中期の溝 1条 (SD-301)、 古墳時代後期の土坑 1基 (SK-201)・ 奈良時代の

土坑 1基 (SK-101)・ 溝 1条 (SD-101)、 近世期の井戸 1基 (SE-001)を検出した。以下

各時代ごとに記述する。

[古墳時代前期]

土坑 (SK)

SK-401

調査区南西隅 2A区～ 3A区で検出した。西部および南部は調査区外に至り、さらに北部の

-45-
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Ⅲ 東郷遺跡第45次調査(TG93-45)

一部を奈良時代の土坑 SK-101に よって切 られているため、全容 は不明である。検出部の最

大径2.4m・ 深さ0.24mを測る。埋土は褐灰色粘質土である。内部からは古墳時代前期 (庄内

式中相～布留式古相)に比定される壺・甕が出土したが、そのほとんどは破片で磨滅気味のも

のである。図化できたものは、体部外面上位にハケナデがみられる甕 (1)と山陰地方からの

搬入品とみられる甕 (2)の 2点である。

眺 m

第5図 SK-401 出土遺物実測図

[古墳時代中期]

濃i(SD)

SD-301

調査区東部で検出した。南東―北西方向に伸びる溝である。規模は検出部で幅1.0～ 2.6m・

深さ0.05～ 0.22mを測る。断面の形状は皿型を呈する。埋土は暗紫灰色砂礫混粘質土で、内部

からは須恵器の蓋杯の破片・甕、土師器の甕が出上した。そのうち図化できたものは古墳時代

前期 (庄内式)か らの混入品とみられる台付き鉢が 1点 (3)・ TK-208型
誘
に位置付けられ

る蓋杯が 2点 (4・ 5)の 3点である。

4                0                1ocm

第 6図 SD-301 出土遺楊実測図

[古墳時代後期]

土坑 (SK)

SK-201

調査区北東隅 lD区～ 2E区で検出した。北部および東部は調査区外に至るため、全容は不

明である。規模は検出部で最大径3.Om・ 深さ0.lmを測る。埋土は黄灰色粘質土である。内部

からは土師器および須恵器の小破片とともに、ほぼ完形品に近い提瓶が 1点 (6)出土 した。

提瓶は回縁部を北西に、体部の側面をそれぞれ上下に横位に立った状態でみつかった。遺物検
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出の際に確認 しえたとこ

ろでは、遺構内埋土とは

やや異なった性質をもつ

土層が、遺物周辺に堆積

しているのが看取できた。

遺構の掘方以外に人為的

に埋納されたような形跡

はみられなかったが、そ

の提瓶の出土状況から、

何等かの祭祀場であった

可能性が高い。提瓶のタ

イプはTK10型式 に類す
註 4

第 7図 SK-201

0                    1ocm

出土遺物実測図

るもので、おおよそ6世紀後半に求められる。

写真 1 提瓶出土状況 (南東から)

[奈良時代]

土坑 (SK)

SK-101

第 8図 SK-201内  提瓶出土 平・断面図

古墳時代前期の土坑 SK-401の北側で検出した。西部は調査区外に至るため全容は不明で

ある。検出部で最大径4.Om・ 深さ0.4mを測る。埋土は上層暗褐色砂質土 (酸化鉄分を含む)・

下層褐色粘質土の 2層に分層できる。遺物は上層から須恵器の甕の体部片・蓋杯の破片、下層

から土師器の甕の口縁部片が出土したが、図化できるものはなかった。

SD-101

調査区北西隅で検出した。方向は北東―南西に伸びるものと推定できるが、検出できたのは、

溝の南肩 (岸)で、北肩 (岸)は調査区外に至る。規模は検出できた部分で最大幅2m前後 。
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深さ0,3mを測る。埋土

は上層茶灰色砂礫混粘質

④

」

土・下層褐灰色粘質上の

2層に分層できる。遺物
8

は両層から土師器では甕・  o        locm

甑 (把手 )、 須恵器では 第 9図 SD-101

蓋杯が出土 した。そのうち図化できたものは蓋杯の蓋 (7)・

蓋杯のタイプは、平城宮土器 I～ Ⅱの範疇に納まる。
註 5

[近世]

井戸 (SE)

SE-001

調査区東部 2D区～ 2E区で検出

した。平瓦 (瓦苺)と桶を井戸側と

して構築された井戸である。掘方は

東部の一部が調査区外に至っている

が、検出状況から推定してほぼ円形

を呈するものとおもわれる。断面は

深いU字型を呈する。掘方の法量は

径 2m前後・深さ3.5m前後を測る。

井戸側に使用されている底板部分を

打ち抜いた桶は径70cm前後・深さ80

cm前後を測るもの 3段で、さらにそ

の上に25cm× 30cm・ 厚さ 3 cmの瓦苺

が 1周 9枚で 3段積み重ねられてい

る。瓦苺は検出時、井戸内に別に 3

枚落ち込んでいたことから、本来は

4段以上あったものと推定できる。

井戸内には、井戸を埋める際に外部

から運びこまれたであろう精製され

た黄白色の微砂が詰められていた。

さらに丼戸の中央には径 5 cm前後・

長さ180cm前後の塩化 ビニールパイ

青灰色～茶灰色粘質土

Ⅲ 東郷遺跡第45次調査(TG93-45)

そ珍珍珍珍珍タケ
9

出土遺物実測図

身 (8)・ 甑 (9)の 3点である。

ビニールバイプ

棒状木製品

小

瓦枠 (瓦樽)

(西 )

層
　
　
　

・
　

・

ｔ

Ｉ

Ｉ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

序〕

青灰色砂質土

茶掲色粘質土

褐色礫混粘土

責灰色細砂

第10図 近世井戸 (SE-101)平・ 断面図
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[遺構に伴わない出土遺物]

。第 5層

調査区内における遺構に伴わない出土遺物のうち、図化できたものはすべて古墳時代中期～

奈良時代の遺物を包蔵する第 5層内からのものである。内訳は甑 (把手)以外すべて須恵器で

ある。器種は短頸壷 1点 (11)・ 蓋杯の蓋 3点 (12～ 14)。 身 3点 (15～ 17)・ 高杯 2点 (18・

19)の計 9点を数える。蓋杯 (17)の底部には「ヽ」のヘラ記号がみられる。これらの須恵器

はタイプとしてT K216～ 208型式に属するものと考えられる。
註 4

一睡亥なクー彪笏

0_51m 0

第11図  SE-001 出土遺物実測図

プとほぼ同規模の棒状の木製品が交わるように突

き立てられていた。これは、中世期において井戸

の廃絶に際し、水神の出入りを助けるために竹筒

を立てること、或いはガス抜きとして竹を立てた

慣行が、現代にいたつても受け継がれてきたとい

う風習・儀礼のあらわれであろう。他に出土遺物

としては、掘方埋土第Ⅳ層内から伊万里系の染付

磁器や唐津・美濃・備前等の陶磁器類、きゅうす

の把手 (10)がある。井戸は出土遺物や周囲の状

況からみて、近世に農耕に伴う灌漑用水として機

能していたものが、現代の開発工事等によって埋

められ、廃絶 したものと考えられる。

|

0
21   9

第12図 遺構に伴わない出土遺物実測図 I(第 5層 )
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Ⅲ 東郷遺跡第45次調査(TG93-45)

・ 下層確認 (第 8層 )

調査終了後に調査区内に任意のトレンチを設定して、最終調査面からlm前後の下層確認を

実施した。その結果、第 8層とする砂層内から古墳時代前期の遺物を数点検出した。検出でき

た遺物は、河川または洪水の影響によるものかすべて磨滅・剥離が著しい。図化できたものは

複合口縁壺 3点 (22～ 24)、 この底部 1点 (25)、 甕 3点 (26～ 28)で ある。原田分類 (原田昌

貝U 1993)6 みると (22～ 24)は いわゆる複合口縁壷B2タ イプ、(26)は布留式影響の庄内式

甕Dタ イプ、(27)は いわゆる河内型庄内式甕Bタ イプ、(28)は いわゆる布留式甕 Fタ イプに

それぞれ分類できる。時期的にはすべて布留式期古相の範疇である。

第13図 遺構に伴わない出土遺物実測図Ⅱ (第 3層 )

4)出土遺物観測表

遺物番号

図版番号

器  種
出土地点

径

高

口

器

量

伽

法

く 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎  土 焼成
遺存状況

備  考

1 甕

船

一４０

吐

ＳＫ

150 日縁部内外面 ヨコナデ。肩部内面ヘラケズリ、外面ハ

ケナデ (12本 /cl l)。

赤褐色 lal以下の

長石・雲母・

角閑石を含

む

良好 回縁部
1/4

2 同 上 138 日縁部内外面 ヨコナデ。肩部内面ナデ・ 指頭圧、外面
磨滅のため調整不明。

赤褐色 l mll以下の

長石・ 雲母

を含む

良好 回縁部 1/4

回縁部外面

に煤付着山

陰系

3 台付き鉢

(土師器)

SD-301

120
58

底径  44

日縁部内外面 ヨコナデ。体部内外面ナデ・ ヘラナデ。 淡茶褐色 3 mm以下の

長石・ 雲母

を含む

良好
1/3

底部外面に

黒斑を有す
る
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遺物番号

図版番号

器  種
出土地点

径

一局

回

器

量

∽

法

く
形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎  土 焼成

遺存状況

備  考

4 蓋杯

―畜―

(須恵器)
SD-301

133
46

稜径  134
天丼部高

25

マキアゲ、 ミズビキ成形。天丼部外面%回転ヘラケズ
リ。他は回転ナデ。

内/灰青色
外/淡灰色

1～ 2 mmの

白色砂粒を

含む

好

緻

良

堅

1/4

ロクロ回転
― 左

外面に自然

釉付着

5 蓋杯

―身―

(須恵器)

SD-301

120

残存高 47

たちあがり

高   18
受部径 137

マキアゲ、 ミズビキ成形。底部外面
t/4回
転ヘラケズリ

他は回転ナデ。

内/灰青色
外/淡黒灰
色

1～ 2 mmの

白色砂粒を

含む

好

緻

良

堅

1/s

ロクロ回転

―右

6 提瓶

(須恵器 )

SK-201

72
228

基部径 60

体部最大径

183

体部最大幅

130

マキアゲ、 ミズビキ成形。体部外面カキロ調整。他は

回転ナデ。口頸部外面下方に 1条の沈線を廻 らす肩部
外面に、先端の丸い左右 1対の把手を付す。

灰色 1～ 3 mIの

白色砂粒を

含む

良 好 ほぼ完形

7 蓋杯

― 蓋 一

(須恵器)
SD-101

168
27

つまみ径

35
つまみ高

07

マキアゲ、 ミズビキ成形。天丼部外面
1/2回
転ヘラケズ

リ。他は回転ナデ。

淡灰色 1～ 2 nmの

自色砂粒を

含む

好

緻

良

堅

1/9

ロクロ回転
― 左

外面に自然

釉付着

蓋杯

―身―

(須恵器 )

SD-101
高台径 90

高台径 08

マキアゲ、ミズビキ成形。底部外面1/2ナ デ。他は回転
ナデ。

淡灰色 1-2 mmの

白色砂粒を

含む

好
緻
良
堅
底部

1/5

11 短頚壷

(須恵器)

第 5層

74

55

基部径 67

体部最大径

99

マキアゲ、 ミズビキ成形。体部外面下半 %回転ヘラケ
ズリ。他は回転ナデ。

灰色 01 ^ツ  2 ntl

の白色砂粒

を含む

好

緻

良

堅

回縁部 2/8欠

損

体部完存
ロクロ回転

― 右

12 蓋杯
―蓋―

(須恵器 )

第 5層

つまみ径

29
つまみ高

09

マキアゲ、 ミズビキ成形。残存部分はすべて回転ナ鳥 灰色 Ol-2 mm
の白色砂粒

を含む

好

級

良

堅

つまみ付近

部のみ残存

13 同上 114

残存高 45

稜径  112

マキアゲ、 ミズビキ成形。天丼部外面 %回転ヘラケズ
リ。他は回転ナデ。

内/暗灰青
色

外/灰黒～
灰色

01～ 2 Dul
の白色砂粒

を含む

良好

堅緻

1/8

ロクロ回転

―右

同上 118

残存高 45

稜径  121

マキアゲ、 ミズビキ成形。天丼部外面下半
2/9回転ヘラ

ケズリ。他は回転ナデ。

内/灰黒色
外/灰色

01- 2 m
の白色砂粒

を含む

良好

堅級

1/3

ロクロ回転
―右

蓋杯

一身―

(須恵器)

第 5層

114

残存高 42

受部径 140

マキアゲ、 ミズビキ成形。底部外面 %回転ヘラケズリ、
他は回転ナデ。

灰色 01-5 mm
の白色砂粒

を含む

良好

堅級

1/8

ロクロ回転
― 左

同上 122

残存高 44

受部径 146

マキアゲ、 ミズビキ成形。底部外面 %回転ヘラケズリ
他は回転ナデ。

内～たちあ

がり外面/
灰色

体・ 底部外

面/灰黒色

Ol-3 mm
の白色砂粒

を含む

良好

堅緻

1/6

ロクロ回転
― 左
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皿 東郷遺跡第45次調査(TG93-45)

3。 まとめ

今回の調査では、古墳時代前期から奈良時代まで連綿と営まれつづけてきた居住域の一端を

垣間みることができたが、いずれの時代も住居址を確認するまでは至らなかったのと、遺構・

遺物の希薄さから性格上については釈然としない。そこで、本調査の東部で昭和62年度～昭和

63年度に大阪府教育委員会によって実施された楠根川改修工事に伴う調査と照合させながら当
註 1

地の遺跡の様相をみることにする。大阪府教育委員会の調査では、自然流路遺構から古墳時代

初頭に比定される遺物が多量に検出され、そのなかには、吉備南部・山陰 。北陸の他地域産の

遺物番号

図版番号

器  種
出土地点

法量 口径
(cm)器高

形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼成
遺存状況

備  考

17

四

蓋杯

―身―

(須恵器)

第 5層

131

33
受部径 160

底体部高

17

マキアゲ、 ミズビキ成形。底部外面Й回転ヘラケズリ。

他は回転ナデ。

灰色 Ol-2 na
の白色砂粒

を含む

好

級

良

堅

1/2

ロクロ回転
― 左

底部外面に

「 ヽ」 の ヘ

ラ言己号有 り

18

四

高杯
―杯部―

(須恵器)

第 5層

108

残存高 38
たちあがり

高   15
受部径 131

基部径 56

マキアゲ、 ミズビキ成形。底体部外面 %回転ヘラケズ
リ。他は回転ナデ。

内/淡灰色
外/灰色

01～ 2mロ
の白色砂粒

を含む

好

緻

良

堅

%
ロクロ回転
―
左

膏杯
―脚部―

(須恵器)

第 5層

脚部径 92

残存高 57

脚高  53
基部径 56

マキアゲ、 ミズビキ成形。回転ナデ。残存状況か ら 3

方向に長方形のスカンを有すとおもわれる。

灰色 01～ 3 mm
の白色砂粒

を含む

好

緻

良

堅

%

複合団縁壷

(土師器)

第 8層

143 内面指頭圧・ ナデ、外面 ヨコナデ。 赤褐色 l mm以下の

長石を含む

良好 日縁部
1/3

２３
　
　
四

同上 173 回縁部内外面 ヨコナデ。頚部内面ヘラナデ、外面ナ7。 茶灰色 3 mm以下の

長石・雲母・

石英を含む

良好 口縁部 1/8

腹合口縁壷

(土師器 )

第 8層

204 内外面 ヨコナデ。回縁端部外面に 1条、口縁部内面上
方に 3条の波状紋を施す。

赤褐色 2 mm以下の

長石・角閃

石・ 石英を

含む

良好 回縁部%

(上師器)

第 3層 底径  38

内面ヘラナデ、外面ナデ。 内/乳灰色
外/淡褐色

2 mm以 下の

長石・雲母・

角閑石を含

む

良好 底部のみ

内面に黒斑

を有する

甕

(土師器)

第 8層

130 日縁部内面ハケナデ (8本 /cm)、 外面 ヨコナデ。 内
面ヘラケズリ、外面ハケナデ (不明瞭)。

淡乳灰色 l mm以下の

長石・赤色

酸化粒を含

む

良好 回縁部 1/8

同上 158 回縁部内外面 ヨヨナデ。肩部内面ヘラケズリ、外面タ
タキ (5本/cm)。

淡茶褐色 3 1aal以下の

雲母・角閃

石 。石英を

含む

良好 回縁部%

四

同上 回縁部内面ハケナデ (6本 /cal)、 外面 ヨコナデ。 肩
部内面ヘラケズリ、外面ハケナデ (6本/cm)。

淡茶褐色 3 mm以 下の

長石・雲母・

角閃石を合

む

良好 回縁郡～肩

部 (%)残
存

回縁端部外

面に黒班を

有す
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土器が含まれており、これらの上器は当地域が吉備をはじめとする他地域と頻繁に交流 してい

たことを示唆する。本調査地では、当時期に対応する遺構として土坑 SK-401以外に下層確

認で認識 しえた砂層の堆積がある。この砂層の堆積については、旧楠根川または本河川の決水

に起因するものと解釈でき、土坑についてはその出土遺物からさほど時期差をもたないことか

ら、氾濫後すぐさま居住域として復興されたものとおもわれる。 しかし、既述したように当地

においては遺構・遺物は希簿であり、当地が集落の外れであることが窺える。古墳時代前期の

集落の中心となる場所については、当地より西域では現在のところ遺跡の実態が解明されてい

ないので、断定は避けたい。他に近隣の調査では、楠根川の調査地よりさらに北東部において

同年、同教育委員会が府営住宅建設工事に伴う調査で、数基の方墳の検出から当時期の墓域が
註2

確認された。ここで視点をかえて、本墓域と有機的関係にある集落の中心が楠根川を挟んで北

部および東部に広がるものとするならば、当地で検出した遺構は当地より西域に集落の中心を

もつことを暗示する。古墳時代中期以降奈良時代までについても、今回遺構・遺物が希薄であっ

たにせよ、居住域が当地に存在していたことは必然である。また、当時期の土層断面をみると、

層厚の薄い砂層の堆積が各所で観察でき、これらは旧楠根川の度重なる氾濫の様子を如実に物

語るものといえる。当地は、人々が生活していく上において不安定な土地であったことは言 う

までもない。平安時代以降中世 。近代に至っては、今回調査期間の制約もあって面的に捉える

ことはできなかったが、本調査地の土層壁面にみられる耕作溝跡および大阪府教育委員会の

調査 (楠根川改修工事に伴う)結果から、当地が居住域から生産域へと移り変わった様相を窺
詞El

ヽヽ知 ることができる。

<参考文献>

註 1 大阪府教育委員会『東郷遺跡発掘調査概要・ I ―八尾市桜ケ丘・旭ケ丘所在―』1989年

註 2 大阪府教育委員会『萱振遺跡発掘調査現地説明会資料』1987年

註 3 財団法人 八尾市文化財調査研究会事業報告 平成 3年度 。平成 4年度

註 4 平安学園考古学クラブ『陶邑古窯址群 I』 1996年

註 5 古代の土器研究会編『古代の土器 1 都城の土器集成』1992年

註 6 財団法人 八尾市文化財調査研究会『八尾市埋蔵文化財発掘調査報告』八尾市文化財調査研究会報

告37 1993年
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西区 遺構面金景 (東から)
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東区 遺構面全景 (西から)



西区 遺構面全景 (北東から)

瓦枠部分 (北から)

東区 遺構面全景 (北西から)

調査風景 (南から)
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近世井戸 桶枠 2段目 (北から)

調査区 西壁面 (北から)



SD-301(3)、 SK-201(6)、 SD-101(7・ 8)、 SE-001
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調査地 遠景 (北東から)
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例

本書は八尾市東本町 1丁目～東本町 4丁目地内で実施した道路築造事業に伴う発掘調査の

報告である。

本書で報告する東郷遺跡第46次調査 (TG94-46)の発掘調査業務は、八尾市教育委員会

の指示書 (八教社文第100号 平成 5年11月 22日 )に基づき財団法人八尾市文化財調査研

究会が八尾市から委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成 6年 7月 11日 から平成 6年 9月 27日 にかけて、西村公助を担当者として実

施した。調査面積約15004fを測る。なお調査には中西明美、能勢尚樹、西村和子、石原好

恵、荒川健作が参加した。

本書作成に関わる業務は、遺物復元―西村 (公)。 中西・西村 (和)、 遺物実測―中西・西

村 (和)・ 石原、図面レイアウト・ トレースー西村 (公)。 中西 。西村 (和 )・ 石原、遺物

写真撮影―西村 (公)が行なった。

本書の執筆および編集は西村 (公)が行なった。
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Ⅳ 東郷遺跡第46次調査 (TG94-46)

1.は じめに

東郷遺跡は、八尾市の中央やや北西に位置し、現在の行政区画では北本町 。東本町。光町・

桜ケ丘・荘内町一帯がその範囲となっている。当遺跡の北東部には古墳時代前期の集落を検出

している萱振遺跡が、また南部には弥生時代後期から中世の集落が検出されている成法寺遺跡

がある。

当遺跡内では、当調査研究会と八尾市教育委員会が48件の調査を行なっている他、大阪府教

育委員会でも数件の発掘調査を行なっており、弥生時代から近世に至る遺跡であることが判明

している。

今回調査を行なった場所は、八尾市東本町 1丁目～東本町 4丁目地内で、八尾市教育委員会

が行なった第10次調査地の南約100m地点にあたる。従来から当調査地近辺では発掘調査が行

なわれており、弥生時代から近世に至るまでの遺構及び遺物が出土している。このことから、

今回の築造工事に伴い発掘調査を実施するに至ったもので、事業者と八尾市教育委員会文化財

室・財団法人八尾市文化財調査研究会との間で取りかわした三者協定に基づき財団法人八尾市

文化財調査研究会が事業者から委託を受けて実施した発掘調査である。現地発掘調査の期間は

平成 6年 7月 18日 から9月 27日 で、調査面積は1500rを測る。

2.調査概要

1)調査の方法と経過

今回の調査は道路築造工事に伴うもので、当調査研究会が東郷遺跡内で行なった第46次調査

である。調査は築造部分を対象に約1500雷を行なった。

調査では、調査地の南東側に基準の杭 (任意)を打ち、そこから、北に165m、 西に20mの

範囲を地区割した。地区割には南東隅から西に5m毎にアルファベット (A～ D)・ 北に5m

毎にアラビア数字 (1～33)を名付けた。 lA…33Dの範囲が今回の地区割である。地区割

の南東隅にはX:0。 Y:0を設け、その地点から北にX:0～ X l165、 西にY:0～ Y:20

を設定し、X・ Yの交点を地点の名称とした。調査地はA区～D区と4箇所に分割し、南側の

A区から調査開始した。

調査にあたっては、八尾市教育委員会が実施した調査の成果をもとに、現地表下0.8～ 1.2m

までに存在する盛土・旧耕土を機械で掘削し、以下約0,3～ 0.5mは 人力掘削を行ない、 2面

(第 1面～第 2面)にわたる調査を実施した。
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2)基本層序

第 0層 盛土。層厚07～ 12m。

第 1層 灰色 (5Y4/1)粗砂混粘土。層厚0.1～04m。 近世の遺物含む。

第 2層 褐色 (10YR 4/4)糸田砂混粘土。層厚0.1～0.2m。 平安時代後期～近世の遺物含む。

上面は中世末～近世の遺構検出面である。

第 3層 黄褐色 (2.5Y5/6)細砂混粘土。層厚0.1～0.2m。

第 4層 暗緑灰色 (75GY 4/1)シ ル ト混粘質土。層厚0,1～ 02m。

上面は弥生時代・古墳時代前期・ 中世の遺構検出面である。

第 5層 灰色 (N4/)シ ル ト混微砂。層厚0.lm以上①

○番号 遺跡 調査期間 調査原因 住 所 機 関 備考『 ()内 は遺跡調査略号』
① 東郷 S560413～ 0415 貸 ビル 光町 1丁目69-2 市教委 (TG81-03)
② 東郷 S560513～ 0526 貸 ビル 北本町 2丁目145-12 市教委 (印381-04)
③ 東郷 S560608-0707 貸 ビル 光町 1丁目88 市教委 (TG81-05)
④ 束郷 S561015-1204 貸 ビル 光町 2丁 目156 市教委 (TG81-08)
⑤ 東郷 S561204-1223 管 ビル 光町 1丁目47 市教委 (TG81-09)
⑥ 東 郷 S570201-0312 貸 ビル 光町 2丁目17 市教委 (TG81-10)
〇 東郷 S570508-0610 共同住宅 光町 2丁目 市教委 (TG82-11)
⑧ 東郷 S570805～ 0827 貸 ビル 北本町 2丁 目133Ⅲ 213牛3 研究会 (TG82-12)
③ 貢 郷 S580318-0421 店舗 光町 丁目72 研究会 (TG82-14)
⑩ 東郷 S580513～ 0525 貸 ビル 光町 丁目136-2 研究会 (TG88-15)
① 東郷 S580801-0813 貸 ビル 光町 丁目69-2 研究会 (TG83-16)
⑫ 東郷 S581124-1215 貸 ビル 光町 1丁目47-1他 研究会 (TG83-17
⑩ 東郷 S590301～ 0410 后舗住宅 光町 丁 目19-3 研究会 (TG83-18
⑭ 東郷 S600401～ 0427 ビル建設 北本町 2丁目232 市教委 (TG85-19
⑮ 東郷 S601029～ s610310 文化会館建設 光町 2丁 目40他 研究会 (TG35-20)
⑩ 東郷 S611028-1115 病院建設 光町 1丁目43-44 市教委 (TG86-2
⑩ 東郷 S620720-0917 共同住宅 北本町 2丁目240～ 242 研究会 (TG87-25
⑮ 東郷 S630726-0811 ビル建設 光町 丁目47 研究会 (TG88-28)
⑩ 束郷 H010306～ 0325 共同住宅 光町 丁目28-1 研究会 (TG88-29)
⑩ 東郷 ■010417～ 0428 共同住宅 本 町 丁 目39-1 研究会 (TG89-30)
⑪ 東郷 H010518～ 0708 事務所建設 光町 [丁 目61 研究会 (TG89-31)
鰺 東郷 H010925-1007 共同住宅 光町 丁 目59 研究会 (TG89-32)
⑭ 東 郷 H030108-0123 共同住宅 本 町 丁目89-2番地他 8筆 研究会 (TG90-34
0 束郷 H030304～ 0319 共同住宅 光町 丁目19 研究会 (TC.90-35)
⑮ 東郷 H030520～ 0618 自動車展示場 光町 丁目37番地 研究会 (TG91-36)
⑮ 東郷 H030601～ 0930 市役所建て替え 本町 丁目91・ 2丁目114 研究会 くTG91-37)
⑫ 東郷 H050603-0625 共同住宅 光町 丁目51番地・ 52番地 研究会 (TG93-40)
⑬ 東郷 H060110～ 0209 ホテル等建設 光町 丁目39・ 40・ 41 研究会 (TG93-44)
① 東 郷 H060718～ 0927 道路築造 東本町 1丁目～ 4丁目地内 研究会 (TG94-46)今回の調査
⑩ 東郷 S5406 発掘依頼 束本町 1丁目 市教委

① 東郷 S5903 個人住宅建設 東本町 1丁目 市教委
② 東郷 H0507 道路築造 束本町 5丁目 府教委 大阪府教育委員会発行

『成法寺遺跡発掘調査概要』 I～Ⅶ 参照⑮ 東郷 ■0608 道路築遣 東本町 1丁目 府教委

⑫ 成法寺 S5703 八尾小学校プール建設 本町 1丁目 市教委

⑮ 成法寺 S5607～ S5609 電信電話公社建設 光南町 丁目 市教委

⑭ 成法寺 貸事務所建設 清水町 丁 目 市教委

⑫ 成法寺 S631107～ 1205 事務所建設 南本町 丁目10-1 研究会 (S■ 88-04)
① 成法寺 H011009～ 1116 共同住宅建設 光南町 丁目4647-1 研究会 (SH89-05)
① 成法寺 S601111-1218 道路築造 南本町 丁 目 府教委 大阪府教育委員会発行

『成法寺遺跡発掘調査概要』 I～Ⅶ 参照⑩ 成法寺 道路築造 南本町 丁 目 府教委

⑪ 成法寺 H0305～H0309 道路築造 南本町 丁 目 府教委

@ 成法寺 H0507～ ■0601 道路築造 南本町 1丁目 府教委

房多蚕三父属房蟄目蚕冒套文化財調査研究会
第 1表 東郷遺跡 。成法寺遺跡調査一覧表
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3)検出遺構と出土遺物

① A区

第 1面

現地表下1.Om(標高 T.P,+7.Om)に 存在する第 2層上面で、近世の土坑 2基 (SK-101・

SK-102)、 溝 9条 (SD-101～ SD-109)を検出した。

SK-101

8BoC地 区で検出した。平面の形状は楕円形である。長径16m、 短径13m、 深さ005m

を測る。埋土は褐色 (10YR 4/4)細 砂混粘土である。土坑内からは瓦器の椀の破片が出上 し

た。

SK-102

8C地区で検出した。平面の形状は楕円形である。長径16m、 短径14m、 深さ05mを測る。

埋土は上から灰色 (75Y4/1)シ ル ト混粘土、灰色 (N5/)細砂混粘土、暗灰色 (N3/)粘

土である。土坑内からは磁器の椀 (1)、 陶器のすり鉢 (2)が出土した。

SD-101-SD-109

何れの溝も直線に伸びる。東西方向のものはSD-101～ SD-104・ SD-107・ SD-109、 南

北方向のものはSD-105・ SD-106。 SD-108で ある。幅0.25～ 2.6m、 深さ0.05～ 0.5mを 測

る。埋土はSD-101・ SD-103・ SD-104が灰色 (N5/)シ ルト混粘上で、SD-102が 上から

褐灰色 (10YR 6/1)粘 土、褐灰色 (10YR 5/1)細 砂混粘土、灰褐色 (5YR 6/2)粘土、灰

褐色 (5YR 4/2)粘 土、灰褐色 (5YR 5/2)シ ル トである。 SD-101内 からは土師器の小皿

(3)、 SD-102内からは瓦器の椀 (4)と 土師器の小皿 (5)、 SD-103内 か らは瓦器の椀

(6)、 SD-106内からは土師器の小皿 (7)、 SD-108内 からは土師器の小皿 (8)が 出土 し

た。

第 2面

現地表下1.5m(標高 T,P,+6.5m前後)に存在する第 4層上面で、古墳時代前期の土坑 8基

(SK-201～ SK-208)、 小穴 3個 (SP-201～ SP-203)、 溝11条 (SD-201～ SD-211)を 検

出した。

SK-201

2C地区で検出した。平面の形状は楕円形である。長径1.4m、 短径1.Om、 深さ0.4mを測る。

埋土は上から褐灰色 (10YR 4/1)細 砂、褐灰色 (10YR 5/1)細 砂混粘土、暗青灰色 (5B3

/1)粘土である。土坑内からは土師器の破片が少量出土 した。

SK-202

3BoC地 区で検出した。平面の形状は円形である。径1.5m、 深さ0.lmを測る。埋土は褐
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色 (10YR 4/4)粘 土である。土坑内からは土師器の破片が少量出土した。

SK-203

3・ 4B・ C地区で検出した。平面の形状は楕円形である。長径1.5m、 短径1.lm、 深さ0。 1

mを測る。埋土は褐色 (10YR 4/4)粘 土である。土坑内からは土師器の破片が少量出土した。

SK-204

4B地区で検出した。平面の形状は円形である。径 1.6m、 深さ0,lmを測る。埋土は褐色

(10YR 4/4)粘 土である。土坑内からの遺物の出土はなかった。

SK-205

8B地区で検出した。平面の形状は円形である。径0.9m、 深さ0.lmを測る。埋土は褐色

(10YR 4/4)シ ルト混粘土である。土坑内からの遺物の出土はなかった。

SK-206

809C地 区で検出した。平面の形状は楕円形である。長径5.2m、 短径1,3m、 深さ0.lmを

測る。埋土は褐色 (10YR 4/4)シ ルト混粘土である。土坑内からの遺物の出土はなかった。

SK-207

10B o C地区で検出した。平面の形状は楕円形である。長径0.8m、 短径0.5m、 深さ0,15m

を測る。埋土は褐色 (10YR 4/4)粘 土である。土坑内からは土師器の破片が少量出土した。

SK-208

10C地区で検出した。平面の形状は楕円形である。長径1.9m、 短径 1.6m、 深さ0.lmを 測

る。埋土は褐灰色 (7.5YR 4/1)シ ルト混粘土である。土坑内からの遺物の出土はなかった。

SP-201～ SP-203

平面の形状は、円形および楕円形である。長径0.6～0.8m、 短径0.3～ 0.5m、 深さ0。 1～ 0.15

mを測る。埋土はSP-201・ SP-202が褐色 (10YR 4/4)粘土で、SP-203が 黒色 (7.5YR

2/1)粘土である。SP-203内 から古墳時代前期 [布留式期]の小型壺 (9)が 1点ほぼ完形

で出土した。

SD-201～SD-211

直線に伸びるものはSD-201・ SD-202・ SD-204～ 206・ SD-208～ SD-211、 L字状に伸

びるものは、SD-203、 蛇行するものは、SD-207である。幅0.2～ 3.2m、 深さ0.05～ 0.25mを

測る。埋土はSD-201～SD-208・ SD-209～SD-211が暗灰色 (N3/)細砂混粘土で、SD―

208が上から褐色 (7.5YR 4/4)粘土、暗灰色 (N3/)シルト混粘上である。SD-204内 から

は土師器の羽釜 (10)、 SD-210内からは土師器の壷 (11)が、SD-201・ SD-203・ SD-206・

SD-208・ SD-211内からは土師器の破片が少量出土した。
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Ⅳ 東郷遺跡第46次調査(TG94-46)

第 1層出土遺物

瓦質の羽釜 (12)。 すり鉢 (13・ 14)、 磁器の椀 (15・ 16)、 陶器のすり鉢 (17)が出土した。

第 2層出土遺物

須恵器の鉢 (18)、 上師器の羽釜 (19)、 瓦器の椀 (20)、 瓦質の羽釜 (21)が出土した。

第 3層出土遺物

土師器の皿 (22・ 23)、 須恵器の杯蓋 (24)が出土した。

② B区

第 1面

現地表下1.Om(標高 TP.+7.Om)に 存在する第 2層上面で、近世の溝 2条 (SD-110・

SD-111)を 検出した。

SD-110

直線に伸びる。幅0.3～0.5m、 深さ0.2～0.3mを測る。埋土は黄灰色 (2.5Y4/1)粗砂混粘

上である。SD-110か らは近世の磁器の椀 (25)が出土した。SD-1101よ 竹筒の暗渠であった。

SD-111

L字状に伸びる。幅2.0～2.4m、 深さ0,3mを測る。埋土は灰色 (5Y4/1)細砂混粘土であ

る。溝内からは近世の磁器の椀 (26)が出土した。

第 2面

現地表下1.5m(標高 T,P,+6.5m前後)に存在する第 4層上面で、古墳時代前期の土坑 1基

(SK-209)、 小穴12個 (SP-204～SP-215)、 溝 5条 (SD-212～ SD-216)を 検出した。

SK-209

11・ 12B地区で検出した。平面の形状は楕円形である。長径2.lm、 短径2.Om、 深さ0.2m

を測る。埋土は上から灰色 (N5/)粘土、暗灰色 (N3/)シルトである。土坑内からは瓦器

の椀 (27)、 瓦質の羽釜 (28)、 土師器の小皿 (29)が出土した。

SP―-204～ 215

平面の形状が円形のものはSP-204～ SP-209。 SP-213・ SP-214で、径0.2m～ 0.75m、

深さ0.05m～ 0,15m、 楕円形のものはSP-210～ SP-212・ SP-215で、長径04m～ 0.6m、 短

径0.3m～ 0.35m、 深さ0.05m～0.15mを測る。埋土は灰色 (5Y4/1)シル ト混粘土である。

小穴内からの遺物の出土はなかった。

SD-212

直線に伸びる溝で、幅0.2m～ 2.Om、 深さ0.05m～0.6mを測る。埋土は褐色 (10YR 4/4)

粘土で、土師器の破片が少量出土した。

SD-213
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直線に伸びる溝で、幅0.2m～20m、 深さ0.05m～0.6mを測る。埋土は褐色 (10YR 4/4)

粘土で、土師器の破片が少量出土した。

SD-214

直線に伸びる溝で、幅0.2m～ 2.Om、 深さ0.05m～0.6mを測る。埋土は褐色 (10YR 4/4)

粘土で、土師器の破片が少量出上した。

SD-215

直線に伸びる溝で、幅0.2m～ 2.Om、 深さ0.05m～06mを測る。上から灰色 (5Y4/1)細

砂混粘土、灰色 (N5/)粘土、灰色 (N4/)粘土、褐色 (10YR 4/4)粘 土である。溝内か

らは瓦器の椀 (30。 31)・ 小皿 (32)、 土師器の小皿 (33・ 34)・ 羽釜 (35)が少量出土 した。

SD-216

直線に伸びる溝で、幅0.2m～ 2.Om、 深さ0.05m～0.6mを測る。埋土は褐色 (10YR 4/4)

粘土で、土師器の破片が少量出土した。

一

34

>雲 馬
(27～29)SD-215(30～ 35)
出土遺物実測図
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(37・ 38)第 3層 (39・ 40)
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Ⅳ 東郷遺跡第46次調査(TG94-46)

第 1層出土遺物

瓦器の椀 (36)が出上した。

第 2層出土遺物

瓦質の羽釜 (37)、 土師器の小皿 (38)が出土した。

第 3層出土遺物

土師器の甕 (39)、 須恵器の杯蓋 (40)が出土した。

③ C区

第 1面

現地表下1.Om(標高 T.P.+6.5m前後)に存在する第 2層上面で、近世の溝 2条 6D-112・

SD-113)を 検出した。

SD-112・ SD-113

南北方向に蛇行して伸びる。幅04m、 深さ0,7mを測る。埋土は灰色 (5Y4/1)細砂混粘

土である。両方の溝は竹筒の暗渠である。溝内からの遺物の出土はなかった。

第 2面

現地表下1.5m(標高 T,P,+6.5m前 後)に存在する第 4層上面で、古墳時代前期の小穴 6個

(SP-216～SP-221)を検出した。

SP-216～ 221

平面の形状は楕円形である。長径0.5m～ 1,Om、 短径0。 2m～ 0.8m、 深さ0,lm～0.2mを測る。

埋土は灰色 (N4/)粘土である。SP-216内 からは土師器の破片が少量出土した。

第 2層出土遺物

瓦器の椀 (41)、 土師器の小皿 (42)が出土した。

第 3層出土遺物

須恵器の杯蓋 (43)が出土した。

硝枷
第6図  C区 第2層 (41・ 42)第 3層 (43)出土遺物実測図

④ D区

第 1面

現地表下1.Om(標高 T.P.+6.6m前後)に存在する第 2層上面で調査を行なったが遺構の検

出はなかった。
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第 2面

現地表下1.5m(標高 T,P.+6.lm前 後)に存在する第 4層上面で、古墳時代前期の土坑 1基

(SK-210)、 小穴 4個 (SP-222～ SP-225)、 溝 3条 (SD-217～ SD-219)、 自然河川 1条

(NR-201)を 検出した。

SK-210

32B地区で検出した。平面の形状は円形である。径1.lm、 深さ0.05mを測る。埋土は灰色

(5Y4/1)シル ト混粘土である。土坑内からの遺物の出土はなかった。

SP‐-222-225

平面の形状は円形である。径0.4～0.6m、 深さ0.05mを測る。埋土は褐色 (10YR 4/4)シ

ルト混粘土である。小穴内からの遺物の出土はなかった。

SD-217

直線に伸びる溝で、幅12m、 深さ0,05mを測る。埋土は褐色 (10YR 4/4)混粘土である。

溝内からの遺物の出土はなかった。

SD-218

直線に伸びる溝で、幅2.lm、 深さ0.05mを測る。埋土は褐色 (10YR 4/4)混粘土である。

溝内からの遺物の出土はなかった。

SD-219

直線に伸びる溝で、幅0.65m、 深さ0,05mを測る。埋土は褐色 (10YR 4/4)混粘土である。

溝内からの遺物の出土はなかった。

NR-201

26～29A～ C地区で検出した。南東から北西方向に直線に伸びる。幅10m、 深 さ0.35mを

測る。埋土は灰色 (10YR 5/1)粗砂混礫である。河川内からは古墳時代前期 [布留式期]の

甕 (44)が 出土した。

第 2層出土遺物

瓦質の鉢 (45)が出土 した。

第 7図  Dtt NR-201(44)第 2層 (45)出土遺物実測図
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Ⅳ 東郷遺跡第46次調査(TG94-46)

3.ま とめ

今回の調査の結果、中世末～近世 【第 1面】と弥生時代中期・古墳時代前期・ 中世 【第 2

面】の遺構を検出した。

【第 1面】

中世末～近世

第 1面では、中世末～近世の遺構を検出した。東西方向と南北方向に伸びる溝が主で、中世

末以降は、条里に伴う耕地区画があったと考えられる。

【第 2面】

中世

中世の遺構は溝 1条 (SD-215)である。内部からは比較的良好な形で鎌倉時代から室町時

代 (14世紀後半から15世紀前棄頃)の遺物が出上している。流れ込みの遺物ではなく、溝に意

識的に投棄したものと思われ、近くに集落が存在していたと推測される。

古墳時代前期

古墳時代前期の遺構内からの遺物の出土は極少量であったが、SP-203内 からは古墳時代前

期の布留式期の新しい段階の小型壷が 1点ほぼ完形のまま出土していることから、当時の集落

(居住域)が A区の周辺に存在していた可能性が考えられる。

D区で検出した自然河川 (NR-201)は 、古墳時代前期の布留式期の新 しい段階に埋没し

機能を停止していると考えられる。この河川より南側のA区では、河川が埋没し機能を停止す

る時期である布留式期の新しい段階の遺構を検出している。また、河川より北側の現在の近鉄

八尾駅前周辺の発掘調査では、庄内式期の遺構を多数検出している。このことから、今回検出

した河川 (NR-201)を 境に北は庄内式期、南は布留式期と時期が異なる集落 (居住域)が

存在していたと推定できる。

弥生時代中期

なお、当調査の事前調査として平成 5年10月 18日 から22日 にかけて八尾市教育委員会文化財

課が発掘調査を行なっている。この調査の 7グ リットでは、弥生時代中期の小穴 1個を検出し
註 1

ており、内部からは同時期の水差し形土器が 1点出土 している。

当調査地のC区北側に 7グ リットがあり、上記調査と同様、当調査では小穴の検出はあった

が、弥生時代中期の遺物の出土はなかった。

註 1 八尾市教育委員会『八尾市内遺跡平成5年度発掘調査報告書Ⅱ』1994.3

八尾市文化財調査報告30 平成5年度公共事業
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調査区周辺 (南東から)

A区 調査状況 (南から)

A区 第 2面全景 (南から)
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A区 第 1面全景 (南から)



Ⅳ 東郷遺跡第46次調査(TG94-46)

Att SP-203遺物出土状況 (北から) B区 第 1面全景 (南から)

B区 第 2面全景 (南から) C区 第 1面全景 (南から)

C区 第 2面全景 (南から)
l       iゴ腎《静「
D区 第 2面全景 (南から)
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Btt SD-215(30・ 31)第 2層 (37)出土遺物
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Att SP-203(9)第 2層 (18。 19)第 3層 (24)
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